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主な内容
■久御山中学校職場体験
■空き家バンクに登録を
■図書館のコーナー
■インフォメーション
■みんなの広場
■くみやま人（髙月裕子さん）

久
御
中
生
徒
が
各
地
で
職
場
体
験

将
来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
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④村田農園でのインタビュー⑤カメラを構えていざ出発！⑥熱心にメモをとる池田さん

⑦中学校の大先輩とツーショット！⑧初めての名刺交換⑨一緒に役場で職場体験をした橋本颯馬さん、役場担当職員と記念撮影

　

朝
8
時
30
分
の
開
庁
時
間
前
に
緊
張
し

た
面
持
ち
で
役
場
を
訪
れ
た
池
田
さ
ん
。

朝
礼
で
は
元
気
な
声
で
自
己
紹
介
を
し
、

職
員
か
ら
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

朝
礼
の
あ
と
、
役
場
で
行
っ
て
い
る
業

務
に
つ
い
て
庁
舎
の
中
を
歩
き
な
が
ら
説

明
を
受
け
、
い
よ
い
よ
、
広
報
紙
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

取
材
対
象
は
、
他
の
事
業
所
で
職
場
体

験
を
し
て
い
る
友
達
。
自
ら
取
材
す
る
事

業
所
を
選
び
、
訪
問
の
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と

る
際
に
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
す
。

　

取
材
先
が
決
定
し
た
ら
、
写
真
撮
影
の

練
習
。
初
め
て
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
手
に

取
り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
の
構
え
方
、
ピ
ン

ト
の
合
わ
せ
方
な
ど
を
学
び
、
何
回
も

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
久
御
山
中
学
校
の
先
輩
で

指
揮
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
阪
部
慎
太

郎
さ
ん
（
佐
山
・
ベ
ル
リ
ン
在
住
、
阪
部

さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
8
月
1
日
号
に

掲
載
予
定
）を
取
材
。
地
元
の
新
聞
記
者
、

町
の
広
報
担
当
者
と
と
も
に
阪
部
さ
ん
の

実
家
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
質

問
を
阪
部
さ
ん
に
投
げ
か
け
ま
し
た
。
同

じ
「
音
楽
」
に
携
わ
っ
て
い
る
共
通
点
も

あ
り
、
メ
モ
を
と
る
池
田
さ
ん
の
手
が
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

午
後
は「
㈱
ヤ
マ
ダ
電
機
八
幡
営
業
所
」

で
最
後
の
取
材
。
職
場
体
験
担
当
の
従
業

員
と
名
刺
交
換
を
行
い
、
職
場
体
験
を
し

て
い
る
同
級
生
に
取
材
を
し
ま
し
た
。
次

ペ
ー
ジ
で
は
池
田
さ
ん
が
作
成
し
た
記
事

と
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

　

2
日
目
は
情
報
収
集
の
た
め
、
新
聞
の

切
り
抜
き
作
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　

手
作
業
が
苦
手
と
言
う
池
田
さ
ん
で
し

た
が
、
夢
中
に
な
っ
て
作
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
北
川
顔
に
あ
る
「
村
田
農

園
」
を
訪
れ
ま
す
。
小
松
菜
を
収
穫
す
る

同
級
生
に
対
し
、
職
場
体
験
に
関
す
る
質

問
を
し
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、「
業
務
ス
ー
パ
ー
久
御
山
」

と
「
久
御
山
町
立
図
書
館
」
そ
れ
ぞ
れ
で

職
場
体
験
を
し
て
い
る
生
徒
を
続
け
て
取

材
。
取
材
対
象
や
取
材
場
所
の
環
境
が
違

う
中
、
話
を
聞
く
た
め
に
一
生
懸
命
工
夫

を
し
ま
し
た
。

　

取
材
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
記
事
の
編

集
。
各
生
徒
の
職
場
で
の
体
験
と
感
想
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
2
年
生
の
職
場
体
験
学
習

で
、
多
く
の
企
業
や
事
業
所
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
物
が
人
の

手
に
渡
る
ま
で
に
は
た
く
さ
ん
の
苦
労

が
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

た
」「
い
つ
も
何
気
な
く
生
活
し
て
い

た
け
ど
、
毎
日
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
く

れ
て
い
る
両
親
に
感
謝
」
な
ど
、
人
の

た
め
に
働
く
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
地
元
の
皆

様
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
「
地
域
の
宝
」
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
、
温
か
く
、
時
に

は
厳
し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
興
味
が
あ

り
、
久
御
山
町
役
場
で
の
職
場
体
験
を

希
望
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
職
員
の
人
に
自
己
紹
介
を
す

る
と
き
は
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。

役
場
は
静
か
な
職
場
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
に
ぎ
や

か
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

仕
事
の
内
容
は
広
報
紙
の
作
成
で

す
。
取
材
で
カ
メ
ラ
を
使
う
こ
と
は
難

し
く
、最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
。
ま
た
、

な
じ
み
の
な
い
人
へ
の
取
材
を
す
る
こ

と
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
普
段
す
る
こ

と
が
な
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。

　

こ
こ
で
の
職
場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
友
達
以
外
の
人
と
関
わ
る
こ
と
で

す
。
今
ま
で
は
自
分
か
ら
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し
は

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

取
材
の
他
に
も
、
会
場
の
設
営
を
手

伝
っ
た
り
、
職
場
の
仕
事
も
見
る
こ
と

が
で
き
て
、
職
場
体
験
を
し
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

普段することがない
経験ができました

久御山中学校2年
池田 慧さん

人の役に立ち
喜ばれる存在に

久御山中学校
南 亮司 校長

■久御山町立図書館
久御山中学校2年 中川莉花さん・金子睦さん
　この仕事を選んだ理由は、本が好きで本関連の仕事
に就きたいと思ったからです。
　仕事内容は、本の貸し出しや整理、片付けなどで、難
しい仕事もありますが、楽しいものばかりです。
　図書館の仕事で印象に残ったことは、図書館以外の
施設で、読み聞かせをしていることです。
　本をとおして利用者と交流することで、接客の仕方
について学ぶことができ
ました。
　この経験を生かして、
将来難しいことがあって
もやりきれるようになりた
いと思います。

■業務スーパー久御山
久御山中学校2年 澄川千薫さん
　この仕事を選んだ理由は、普段客として行くスー
パーは、裏で商品をどのように提供しているのかを知り
たかったからです。
　この仕事では、フルーツの袋詰めや、たくさんの野菜
を、袋に入れて店の売り場に出すことです。印象に残っ
たことは、商品の数や値段をスーパーの人達が決めて
提供していることです。スーパーの裏方の仕事や、売り

場への提供の仕方につい
て学ぶことができました。
　これからは職場体験で
学んだことを考えなが
ら、商品を買いたいと思
います。

■㈱ヤマダ電機八幡営業所
久御山中学校2年 遠藤大介さん
　この仕事を選んだ理由は、電機屋さんの裏方の仕事
に興味を持ったからです。仕事内容は、商品の品出しや
陳列などで、その中でも品出しが楽しかったです。
　職場体験で初めてお店に来たときは緊張したけど、
最初の作業が終わってからはほぐれました。職場体験
をして、接客より裏方の仕事の方
が、自分には向いているなと思いま
した。電機屋さんの仕事をして裏方
の作業の大変さがわかりました。
　職場体験をして、作業をやりきる
力が身についたと思います。この力
を生かして、他の場面でもしっかり
とやりきりたいと思います。

■村田農園
久御山中学校2年 日比浩斗さん
　この仕事を選んだ理由は、久御山にはどんな野菜が
あるのかを知りたいと思ったからです。
　主な仕事内容は、小松菜の収穫や配達、ネギの皮む
きで、トラクターに乗る体験もしました。
　収穫などの作業は、ビニールハウスの中で行うこと
が多かったのでとても暑く、大変でした。また、一番楽し

かったことは、トラクターに
乗ったことです。
　仕事を体験して学んだこと
は、野菜を収穫してからスー
パーに出荷するまでの工程な
どで、職場体験での経験を家
族と話したいと思います。

　
6
月
6
日
か
ら
8
日
ま
で
の
3
日
間
、
町
内
外
の
45
事
業
所
の
協
力
で
、
久
御
山
中

学
校
2
年
生
の
1
4
4
人
が
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
久
御
山
町
役
場
で
は
、

池
田
慧
さ
ん
（
吹
奏
楽
部
所
属
）
が
広
報
紙
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

あ
き
ら

①元気に「よろしくお願いします！」②訪問先へ挨拶します③インタビューの準備をします 験
体
場
職
久御山中学校

①

⑦

②③

⑧⑨

④

⑤⑥

ＤＡＹ
1

ＤＡＹ
3

ＤＡＹ2
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利用希望者
①空き家物件
　情報の閲覧

②交渉・契約

空き家所有者 空き家バンク
（久御山町）

空き家バンクの利用の流れ

HPで空き家物件の
情報提供をします。

宅建業協会所属の
協力業者が
仲介をします。

①空き家物件
　の登録申込

②交渉・契約
協力業者

未
来
の
く
み
や
ま
の
た
め

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を

空き家バンク制度をご利用ください

　

平
成
25
年
10
月
１
日
現
在
、
全
国
で
全
住

宅
の
う
ち
、
空
き
家
の
数
は
8
2
0
万
戸
と

な
り
、
5
年
前
に
比
べ
て
63
万
戸
増
加
し
ま

し
た
。空
き
家
率（
総
住
宅
数
に
占
め
る
割
合
）

は
13
・
5
％
と
、
空
き
家
数
・
空
き
家
率
と

も
に
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
（
※
1
）。

　

空
き
家
を
放
置
す
る
と
、
景
観
や
防
災
機

能
の
低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
、
地
域
に
も
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま

い
ま
す
。

①
公
衆
衛
生
の
低
下

　

不
法
投
棄
に
よ
る
ゴ
ミ
屋
敷
化
や
草
木
が

生
い
茂
る
こ
と
で
、
ハ
チ
な
ど
の
病
害
虫
の

発
生
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
野
生
生
物
が
す
み
着

い
て
し
ま
い
ま
す
。

②
防
災
機
能
の
低
下

　

風
雨
や
カ
ビ
、
シ
ロ
ア
リ
な
ど
が
家
の
強

度
を
低
下
さ
せ
、屋
根
瓦
の
落
下
や
家
の
一
部
、

塀
な
ど
の
崩
落
に
よ
り
、
通
行
人
に
ケ
ガ
を

さ
せ
る
可
能
性
が
生
じ
ま
す
。
発
生
し
た
損

害
は
空
き
家
所
有
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

③
防
犯
上
の
問
題

　

放
火
に
よ
る
火
災
や
不
審
者
の
侵
入
・
滞

在
の
危
険
性
、
落
書
き
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
い
た
ず
ら
や

犯
罪
を
誘
発
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
景
観
の
悪
化
・
資
産
価
値
の
低
下

　

公
衆
衛
生
の
低
下
や
家
の
老
朽
化
に
よ
り

住
環
境
や
周
辺
景
観
が
悪
化
し
、
ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

周
囲
の
家
や
施
設
の
資
産
価
値
の
低
下
を
招

く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
空
き
家
を
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

家
は
10
年
も
放
置
す
る
と
傷
ん
で
し
ま

い
、
住
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。「
今
は
住
ま
な
い
」「
売
ら
な
い
・
貸

さ
な
い
」「
そ
の
う
ち
相
談
し
よ
う
」
と
考

え
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
大
き
な
改
修

や
多
額
の
修
繕
費
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
管
理
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

は
、
専
門
業
者
へ
依
頼
し
た
り
、
空
き
家
の

活
用
（
誰
か
に
住
ん
で
も
ら
う
・
貸
し
出
す
・

改
修
す
る
な
ど
）
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

※
1
＝
総
務
省
統
計
局「
平
成
25
年
住
宅
・

　
　

土
地
統
計
調
査
」

■特定空家等とは
　そのまま放置すると、倒壊など著
しく保安上危険となる恐れのある
状態または著しく衛生上有害となる
恐れのある状態、著しく景観を損な
っている状態などであると認められ
る空き家などのことです。

豆知識1
■空き家放置で固定資産税の軽減
　措置が受けられなくなることも
　住宅（空き家などを含む）には固
定資産税の軽減措置がありますが、
平成27年制定の法律によって、放
置できない「特定空家等」に認定さ
れ、勧告を受けると、軽減措置が受
けられなくなります。

豆知識2

　

久
御
山
町
で
は
、
他
自
治
体

と
比
べ
る
と
空
き
家
問
題
は
進

行
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
美
し
い
久
御
山
町

を
守
り
続
け
る
た
め
、
空
き
家

バ
ン
ク
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
地
方

自
治
体
な
ど
が
空
き
家
情
報
を

集
め
、
利
用
希
望
者
ら
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
発
信
す
る

制
度
の
こ
と
で
す
。
町
で
は
、

空
き
家
の
情
報
を
町
Ｈ
Ｐ
に
公

開
し
、
利
用
希
望
者
に
紹
介
す

る
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
空
き
家
バ
ン
ク
の

運
営
に
関
す
る
協
定
」
を
平
成

30
年
2
月
7
日
に
（
公
社
）
京

都
府
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と

締
結
し
ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン

ク
で
の
売
買
・
賃
貸
・
譲
渡
な

ど
の
不
動
産
取
引
は
、
地
域
の

不
動
産
事
情
に
精
通
し
て
い
る

協
力
業
者
が
仲
介
し
ま
す
。

　

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
、
空
き
家
に
な
り

そ
う
な
家
屋
を
所
有
し
て
い
る

人
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対　　象
　居住やその他の使用をして
いない、または近く同様の状
態になることが見込まれる住
宅（一戸建てに限る）及び工場
などの売買及び賃貸物件で
す。ただし、一度以上使用した
ものに限ります。

相　　談
　空き家バンクの協力業者は、空き家バンクで
の不動産取引などの仲介だけでなく、不動産に
関する悩みごとや相談などにも対応します。
　（公社）京都府宅地建物取引業協会など、さま
ざまな機関でも相談を受け付けていますので、
まずはお気軽に都市整備課へご相談ください。

利用上の注意
　町では、物件情報の紹介や必要な連絡調整な
どは行いますが、物件の交渉、契約などに関して
は直接関与しません。売買、貸借・譲渡などの不
動産取引は、協力業者を介して当事者間で行う
ことになります。
　空き家バンク登録物件の売買、賃貸借契約を
行う際は、所定の仲介手数料が発生します。

登録方法
　物件を登録するには、所有
者の申請が必要です。町ＨＰ
に公開している「久御山町空
き家バンク登録申込書」に必
要事項を記入し、町都市整備
課に提出してください。

協力業者
　協定を締結した（公社）京都
府宅地建物取引業協会の会
員で、「久御山町空き家バン
ク」の趣旨を理解し、協力を申
し出た業者です。業者名は町
ホームページに公開していま
す。

　

皆
さ
ん
は
久
御
山
町
に
空
き
家
バ
ン
ク
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
空
き

家
が
多
く
な
る
と
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
空
き
家
や
空
き
家
に
な
り
そ
う
な
家
屋
を
お
持
ち
の
人
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
へ
の
登

録
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
都
市
整
備
課
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町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
環
境
へ
の
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
自
然
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

　

琵
琶
湖
博
物
館
に
行
き
、
展
示
見
学
や
体
験

学
習
「
し
じ
み
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
」
を

と
お
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
8
月
8
日
㈬　

午
前
9
時
〜
午
後
4

時
。
午
前
9
時
中
央
公
民
館
前
集
合
（
時
間
厳

守
）　

対
象
／
町
内
在
住
･
在
学
の
小
学
3
〜

6
年
生　

定
員
／
20
人
（
定
員
を
超
え
た
と
き

は
抽
選
）　

参
加
費
／
1
0
0
円　

持
ち
物
／

弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
帽
子
な

ど　

申
込
･
問
合
せ
／
7
月
2
日
㈪
〜
6
日
㈮

の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
に
環
境
保
全
課
へ
。

電
話
可
。
友
人
等
の
代
理
申
込
は
不
可

　

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
海
に

遊
び
に
行
く
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
海
で
遊

ぶ
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
で
す
が
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
に
伴
う
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

疲
れ
て
い
る
と
き
や
飲
酒
し
た
と
き
の
遊
泳

は
事
故
に
直
結
し
ま
す
。
危
険
で
す
の
で
、
絶

対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ
人
は
、

出
港
前
に「
エ
ン
ジ
ン
・
燃
料
な
ど
の
点
検
」「
見

張
り
の
徹
底
」「
救
助
支
援
者
の
確
保
」
を
確

実
に
行
う
と
と
も
に
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

着
用
」
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
故
が
発
生
し
た
と
き
や
事
故
を
発
見
し
た

と
き
は
、
迷
わ
ず
「
1
1
8
番
」
へ
。

問
合
せ
／
舞
鶴
海
上
保
安
部

☎
0
7
7
3（
7
6
）4
1
2
0

　

久
御
山
町
登
録
文
化
サ
ー
ク
ル
は
、
活
動
を

と
お
し
て
会
員
同
士
の
交
流
や
地
域
活
動
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
会
員
が
自
主
的
に
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

入
会
希
望
や
活
動
内
容
の
見
学
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
た
な
サ
ー
ク
ル
結
成
に
つ
い
て

も
募
集
中
で
す
。
新
規
登
録
は
社
会
教
育
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
一
覧
表
は
、
平
成
30
年
5
月
1
日
現
在

　
　
　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
・
中
央
公
民
館

町
登
録
文
化
サ
ー
ク
ル

サ
ー
ク
ル
活
動
を
と
お
し
て

交
流
し
ま
せ
ん
か

琵
琶
湖
博
物
館
で
自
然
観
察
会

海
の
も
し
も
は
1
1
8
番
へ

お知らせ
Kumiyama

news

地域の絆を育みませんか
あいさつ運動

問合せ―社会教育課

イベント
Kumiyama

event

まちのこと、気軽に話しませんか
第6回まちづくりディスカッション

問合せ―総務課

■日時／8月25日㈯ 午前10時～午後4時　
■会場／役場5階コンベンションホール　
■参加者の決定／参加承諾者から25人を抽選

　皆さんに自分のまちに関心を持っていただき、ディス
カッションの結果をまちづくりに生かすため、「第6回まち
づくりディスカッション」を開催します。
　今回のテーマは「くみやまの“イチバン”をみんなでつく
ろう！」。無作為で抽出した住民の皆さんに7月上旬、参加
依頼書を送付します。

　地域の中で、積極的に「おはよう」「こんにちは」とあいさ
つすることで、子どもも大人もお互いに顔見知りになるこ
とができます。また、そこから会話が生まれれば「地域の
絆」が強くなります。
　「あいさつ」から地域の子どもたちを育てる環境をつく
りましょう。
　町教育委員会では、学校関係団体などと「あいさつ運
動」に取り組んでいます。また、毎月25日を「ニコニコあい
さつデー」とし、町全体に広めていきたいと考えています。

■おはようと 言えば相手も ほら笑顔
（あいさつ運動スローガン）

トピック
Kumiyama

topic

学びでいきいきとした生活
生涯学習事業開講式

問合せ―社会教育課

トピック
Kumiyama

topic

災害を防ぐため、調査・点検
防災パトロール

問合せ―総務課

■大阪北部地震にかかるり災証明の発行について

　町内の防災上、重要な箇所を調査・点検することを目的
とする防災パトロールが5月30日に開催され、町内外の
防災機関から42人が参加しました。
　担当者から工事概要、災害発生時の状況などの説明を
受け、防災・減災への認識を再確認しました。

　町では、6月18日の大阪北部地震でり災された人・住
家を対象に、「り災証明」の発行を行います。
　証明の内容／人（死亡、行方不明、負傷）、住家（全壊、半
壊、一部破損など）

　生涯にわたって学び続けたいという住民の思いに応え
るため、「平成30年度久御山町生涯学習事業開講式」と
「いきがい大学の１回目の講座」が5月29日に開催され、
約300人が中央公民館ホールに詰めかけました。
　開講式のあと、第1回のいきがい大学の講師を務めた
のは、津軽三味線の来世楽さん。「心も体も元気でいきい
き」をテーマに講演を行ったあと、自慢の三味線を披露。力
強く演奏される三味線のハーモニーに参加者は釘付けで
した。

ら せ ら

●ゆうホール活動サークル●

●中央公民館活動サークル●

サークル名
花の会

Painting Bee

陶芸クラブ

木曜会
陶遊会

手話サークル　いちご

久御山町
英会話サークル

久写御

活動内容
フラワーアレンジメント
トールペイント

陶芸

陶芸
陶芸
手話

英会話

デジタルカメラ

活動日
第1火曜日

第2土、第4火曜日

第1・3土曜日
第2・4火曜日

毎週木曜日
第2・4金曜日
第1・3水曜日

第2・4火曜日

第4日曜日

サークル名
久御山ハーモニー
大正琴すみれ

歌謡サークル　さくら
SWING HEART's
クックピープル
パンサークル
わかくさ会
如月会

久御山俳句会
茶道サークル
美好会
画友クラブ

久御山写真同好会
絵手紙　和

絵手紙　ひまわり
銭太鼓

真多呂人形サークル
久御山町ふるさと研究会

京都府女性の船
久御山ブロック

活動内容
合唱
大正琴
カラオケ
軽音楽
調理
パン作り
書道
書道
俳句
茶道
絵画
絵画

写真技術向上
絵手紙
絵手紙
民俗楽器
木目込み人形
学習

学習

活動日
毎週木曜日
毎週土曜日
第1・3火曜日
第1・3・4土曜日
第4火曜日
第3月曜日
第2・4木曜日
第2・3木曜日
第3月曜日
第1・3火曜日
第3土曜日
第1月曜日
第2日曜日
第2金曜日
第1金曜日
第2・4火曜日
第2・4金曜日
第2火曜日

第2日曜日

▲SWING HEART's（単独コンサート） ▲絵手紙サークル和（チャレンジ教室）

▲大正琴すみれ（音楽フェスティバル） ▲久御山写真同好会（チャレンジ教室）

▲久御山ハーモニー（町民文化祭） ▲パンサークル（チャレンジ教室）

◀
佐
山
小
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
運
動

◀
昨
年
度
交
わ
さ
れ
た
熱
い
議
論

◀
い
き
が
い
大
学
受
講
生
を
代
表
し
て

　
挨
拶
す
る
滝
沢
泉
さ
ん（
林
）

◀
昨
年
の
台
風
21
号
に
よ
る
漏
水

　
箇
所（
佐
山
）を
視
察
す
る
関
係
者
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軽
い
気
持
ち
で
飲

酒
運
転
を
行
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
事
故
に
よ
り
、
被
害
者
の
大

切
な
命
だ
け
で
な
く
、
加
害
者
の
人
生
も
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

加
害
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
に
は
多

額
の
賠
償
金
の
負
担
や
社
会
的
地
位
の
損
失

な
ど
、
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
任
意
保
険
金

が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
何
ら
の
回

避
措
置
も
講
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
引
き
起
こ

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、

死
傷
者
を
伴
う
事
故
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
む
と
一
時
的
に
、
頭
が
さ
え
た

よ
う
に
錯
覚
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
確
実
に
脳
の
働
き
を
鈍

ら
せ
、
的
確
な
運
転
操
作
を
妨
げ
ま
す
。
冷

静
に
判
断
や
論
理
的
思
考
が
で
き
な
く
な
り
、

判
断
力
･
抑
制
力
･
運
動
能
力
が
低
下
し
、

視
力
や
聴
覚
が
麻
痺
し
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
酒
を
し
た
あ
と
に
、
少
し
休
憩

し
た
り
仮
眠
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
も

う
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
自
己
判
断
で
運
転
す
る

の
は
危
険
で
す
。
飲
酒
の
量
が
多
い
場
合
は
、

一
晩
寝
て
も
体
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

飲
酒
後
は
十
分
に
休
養
を
と
り
、ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
使
用
す
る
な
ど
し
て
、
体

内
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
運
転
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・「
少
し
し
か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

と
軽
い
気
持
ち
で
運
転
す
る
。

・
車
を
運
転
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
お
酒

を
出
し
た
り
、
飲
酒
を
勧
め
る
。

・
こ
れ
か
ら
お
酒
を
飲
む
可
能
性
の
あ
る
人

に
車
を
貸
し
出
す
。

・
運
転
者
が
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
、
送
迎
し
て
も
ら
う
こ
と
を
要

求
し
た
り
依
頼
す
る
。

・
飲
酒
運
転
を
し
な
い
た
め
に
、
飲
酒
の
予

定
が
あ
る
と
き
は
、
公
共
交
通
機
関
や
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
。

・
車
で
来
て
飲
酒
し
た
場
合
は
、
代
行
運
転

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。

・
仲
間
や
お
店
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
帰
り

に
運
転
す
る
人
を
決
め
、
そ
の
人
は
飲
酒

せ
ず
に
仲
間
を
送
る
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

運
動
」
を
実
施
す
る
。

法
投
棄
･
放
火
な
ど
の
被
害
に
あ
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の

で
、自
分
の
農
地
を
守
る
た
め
に
も
、適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　

問
合
せ
／
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
内
）

■
加
入
対
象
者
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
月
額

4
0
0
円
の
付
加
年
金
に
加
入
必
要
）
で
、
年
間
60
日
以

上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
人
。

■
年
金
の
種
類
／
納
め
た
保
険
料
と
、
そ
の
運
用
益
で
年
金

額
が
決
ま
る
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
の
年
金
で
す
。

■
保
険
料
／
月
額
2
万
円
〜
6
万
7
千
円
（
千
円
単
位
）
の

間
で
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
随
時
見
直
し
で
き
ま

す
。

■
税
制
上
の
優
遇
措
置
／
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
･
住
民
税
の
節

税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
年
金
の
受
給
／
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
生
涯
支
給
さ
れ
ま

す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
、
80
歳
ま
で
に
受

け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
に
相
当
す
る
額
が
、
死
亡

一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す

問
合
せ
／
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
内
）

　
「
ゆ
ず
り
合
う 

気
持
ち
さ
わ
や
か 

京
の
夏
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
7
月

21
日
か
ら
31
日
ま
で
夏
の
交
通
事
故

防
止
府
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

運
動
の
重
点
は
①
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
②
自
転
車
の
安

全
な
利
用
の
促
進
③
飲
酒
運
転
の
根

絶
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
改
め
て
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。　

　
　

問
合
せ
／
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
都
市
整
備
課
内
）

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
気
温
が
高
く
、
風
の
弱
い
日
に
発
生

し
や
す
い
大
気
汚
染
で
、
子
ど
も
を
中
心
に
、
目
が
チ
カ
チ

カ
し
た
り
、
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
消
防
本
部
に
吹

き
流
し
を
掲
出
す
る
な
ど
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
軽

視
せ
ず
な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

症
状
が
出
た
ら
、
目
を
洗
っ
た
り
、
う
が
い
を
し
、
安
静
に

す
る
と
と
も
に
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
☎
0
7
7
4（
2

1
）2
9
1
3
ま
た
は
環
境
保
全
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
省
で
は
、
日
常
生
活
で
地
球
温
暖
化
対
策
を
行
う

き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
照

明
の
消
灯
を
呼
び
か
け
る
「
C
O
２
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
平
成
15
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
7
月
6
日
㈮
の
午
後
8
時
〜
10
時
に
役
場
庁

舎
の
照
明
を
消
灯
す
る
「
夏
の
省
エ
ネ 

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」

を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
家
庭
や
事
業
所
の
照
明
を
消
灯
し
、
地
球
に

優
し
い
生
活
を
見
つ
め
直
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

　

町
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
町
内
の
全
て
の

農
地
を
対
象
に
、利
用
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
際
に
は
、
皆
さ
ん
の
農
地
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
を
も
と
に
、
遊
休
農
地
に
つ
い
て
は
、
耕
作
の

意
思
な
ど
を
確
認
し
、
農
地
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
ま
ま
放
置
す
る
と
病
害
虫
の
発
生
で
周
辺
住

民
や
農
地
耕
作
者
に
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、
不

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

宇

治警察署

ニュース
⑥

　インターネット上には、「15分の
簡単作業で最低月収50万円！」「知
っている人は100％稼いでいます！」
などと誰でも簡単に稼げるような表
現をしているサイトがあります。
　そのようなウェブサイトの裏には、
収益を得るために必要と称し、情報
商材などの費用を支払わせようとす
る業者が数多く存在します。最近は
メールだけでなく、SNSや一般的な
ウェブサイト上でもこのような広告
が掲載されているケースがあります。
　このような表現をうのみにした人

が費用を支払い「想定していた収益
が得られなかった」と相談されるこ
とがあります。
　「誰でも簡単に稼げる」といった
説明を目にしたときは、少し冷静に
考え、まずは疑い、甘い言葉に決して
だまされないでください。
　「返金保証」や「キャッシュバック」
などとウェブサイト上に記載されて
いたとしても、支払いに条件が課さ
れており、返金されないこともありま
す。
　取引に関して不審な点があった

「簡単に稼げる！」などとうたうウェブサイトに注意！

ア
ル
コ
ー
ル
は
脳
の

働
き
を
鈍
ら
せ
ま
す

お
酒
を
飲
む
と
き
は

必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

飲
酒
運
転
を
引
き
起
こ
す
事
例

場合は、迷わず消費生活センターに
相談しましょう。

★
　消費者トラブルに関する相談は、
京都府消費生活安全センター☎
075（671）0004、京都府山城広域
振興局商工労働観光室☎0774
（21）2103で受け付けています。
　また、毎週木曜日には、役場で消
費生活相談員が無料相談を受け付
けています。
　詳しくは、役場産業課へお問い合
わせください。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意

農
業
者
年
金
は
、国
民
年
金
に

上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
制
度
で
す

夏
の
省
エ
ネ 

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

種　　類

■飲酒運転に関する罰則

　　　　　　　　　【酒酔い運転】
酒に酔った状態（アルコールの影響により正常な運転が
できないおそれのある状態）で車両などを運転する行為

5年以下の懲役または
100万円以下の罰金

3年以下の懲役または
50万円以下の罰金

5年以下の懲役または
100万円以下の罰金

運転者が酒酔い
運転をした場合

運転者が酒気帯び
運転をした場合

運転者が酒酔い
運転をした場合

運転者が酒気帯び
運転をした場合

運転者が酩酊状態
にあることを知りな
がら、酒酔い運転の
車両に同乗

上記以外

3年以下の懲役または
50万円以下の罰金

3年以下の懲役または
50万円以下の罰金

3年以下の懲役または
50万円以下の罰金

2年以下の懲役または
30万円以下の罰金

2年以下の懲役または
30万円以下の罰金

　　　　　　　　【酒気帯び運転】
酒気を帯びた状態で車両などを運転する行為

　　　　【車両等の提供】
飲酒運転をするおそれのある者に
車両などを提供した者

　　　　　【酒類の提供】
飲酒運転をするおそれのある者に
酒類を提供した者

　　　　【同乗の禁止】
飲酒運転であることを知りながら
車両に同乗した者

罰　　則
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第
64
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
の
課
題
図
書
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
貸
出
期
間
は
一

週
間
以
内
）　　
　
　
　

問
合
せ
／
図
書
館

　

図
書
館
で
は
、
夏
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
本
や
雑
誌
な
ど
を
借
り
て
ス

タ
ン
プ
を
集
め
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
粗
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
1
日
㈰
〜
8
月
30
日
㈭　

図

書
館
開
館
時
間
中　

場
所
／
図
書
館　

問
合

せ
／
図
書
館

　

日
時
／
7
月
5
日
㈭
、
14
日
㈯
、
15
日
㈰ 

午
前
9
時
〜
正
午
（
毎
月
第
1
木
曜
日
、
第

2
土
曜
日
、
第
3
日
曜
日
）　

場
所
／
東
一

口
35
番
地　

入
館
料
／
2
0
0
円　

問
合
せ

／
社
会
教
育
課

　

町
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委
員
会

で
は
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
社

会
」
を
め
ざ
し
て
、
講
演
会
と
標
語
の
表
彰

式
を
行
い
ま
す
。
申
込
不
要
で
す
。

　

日
時
／
7
月
20
日
㈮　

午
後
2
時
か
ら　

場
所
／
役
場
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

講
演
／
「
本
当
の
幸
せ
と
は
」　

講
師
：

P
a
i
x
2　

標
語
表
彰
式
／
特
選
4
点
、

入
選
12
点　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

〈開館時間〉
火～金曜日：
午前 9時 30分～

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分～

午後 5時

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

の
月
今

書
図新着図書の紹介

《
祭
り
の
魅
力
》

　

7
月
に
入
る
と
京
都
は
祇
園
祭
で

大
に
ぎ
わ
い
。
今
月
は
「
祭
り
」
を
テ

ー
マ
に
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

京
の
ま
つ
り
と
祈
り

八
木 

透
／
著　

昭
和
堂

　

春
夏
は
「
水
」
で
秋
冬
は
「
火
」
。

時
季
で
異
な
る
ま
つ
り
の
信
仰
を
切
り

口
に
、
祇
園
祭
を
は
じ
め
と
す
る
京
の

ま
つ
り
に
迫
る
。

祭
り
さ
ん
ぽ上

大
岡 

ト
メ
・
ふ
く
も
の
隊
／
著

幻
冬
舎

　

青
森
の
ね
ぶ
た
に
徳
島
の
阿
波
お
ど

り
。
全
国
有
数
の
九
つ
の
祭
り
に
参
加

し
た
著
者
た
ち
一
行
が
、
見
所
を
イ
ラ

ス
ト
形
式
で
熱
く
紹
介
。

と
き
め
き
団
地
の
夏
祭
り　
（
児
童
書
）

宇
佐 

美
牧
子
／
作

く
も
ん
出
版

　

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
を

手
伝
う
小
学
生
の
友
里
た
ち
。
高
齢
化

で
縮
小
し
て
い
た
団
地
の
夏
祭
り
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
が
ん
ば
り
…
。

は
な
び
ド
ー
ン　
　
　

 

　
（
児
童
書
）

カ
ズ
コ 

Ｇ
・
ス
ト
ー
ン
／
さ
く

童
心
社

　

「
く
ら
ー
い
よ
ぞ
ら
に 

シ
ュ
ー
ッ
」

と
あ
ら
わ
れ
る
キ
レ
イ
な
花
火
。
夏
の
風

物
詩
が
楽
し
い
絵
本
に
な
っ
て
登
場
。

本
・
め
・
す
・
す
・
お

蕎麦、食べていけ！
江上 剛／著　光文社

　にぎわいを失った温泉街で育ち、
地元の信用金庫に勤める勇太は、蕎
麦と祭りで町おこしを計画する。と
ころが大手銀行の横槍が入り…。

その話は今日はやめておきましょう
井上 荒野／著　毎日新聞出版

　定年後の穏やかな日々をすごす昌
平とゆり子。しかし、1人の青年の
出現で、夫婦の日常は揺らぎ始める。

ようかいしりとり
おくはら ゆめ／作　こぐま社

　妖怪博士のところに、妖怪の名前で
しりとり対決をしようと、「ろくろっく
び」と「ざしきわらし」がやってきて…。

阿部 夏丸／作　講談社

 原始時代の子ども、ゲンちゃんは
毎朝、友だちと一緒に学校に行きま
す。原始時代の通学は、楽しいこと
も危険もいっぱい！

ゲンちゃんはおサルじゃありません

読
書
感
想
文
課
題
図
書

夏
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

旧
山
田
家
住
宅
の
一
般
公
開

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

講
演
会
と
標
語
の
表
彰
式

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会「
久
味
の
会
」

で
は
、「
選
ぶ
力
」「
味
の
わ
か
る
力
」
な
ど
、

子
ど
も
の
食
育
力
を
養
う
「
お
や
こ
の
食
育

教
室
」
を
開
き
ま
す
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
親
子
一
緒
に
、ま
た
、

友
だ
ち
同
士
で
参
加
し
て
食
育
を
考
え
な
が

ら
楽
し
く
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
7
月
30
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室　

対
象

／
町
内
在
住
の
保
育
所
･
幼
稚
園
の
年
長
児

及
び
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。
4
年
生
以
上

は
、
子
ど
も
だ
け
の
参
加
可
。
送
迎
は
保
護

者
で
お
願
い
し
ま
す　

定
員
／
20
人　

費
用

／
1
人
3
0
0
円　

献
立
／
お
楽
し
み
献
立

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具　

そ
の
他
／
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
る
場
合
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

申
込
･
問
合
せ
／
7
月
2
日
㈪
〜
20
日
㈮
に

国
保
健
康
課
へ
。
電
話
可

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
男
性
を
対

象
に
、
日
々
の
生
活
の

料
理
に
関
す
る
困
り
ご

と
解
決
や
参
加
者
の
交

流
を
目
的
に
料
理
教
室

を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
27
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後

2
時　

場
所
／
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室　

内
容
／
季
節
の
野
菜
や
食
材
を
使
っ
た
料
理

定
員
／
20
人　

費
用
／
5
0
0
円　

申
込
･

問
合
せ
／
7
月
23
日
㈪
ま
で
に
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子

ど
も
や
親
が
気
軽
に
集

ま
れ
る
場
所
を
設
け

て
、
遊
び
や
学
習
、
ご

飯
作
り
な
ど
を
し
て
ひ

と
り
親
家
庭
の
応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良

い
時
間
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
夕
食
材
料
費
1
0
0
円　

申

込
･
問
合
せ
／
開
催
日
の
2
日
前
ま
で
に
町

母
子
寡
婦
（
さ
つ
き
）
会　

南
る
り
江
さ
ん

☎
0
7
7
4（
4
5
）0
2
8
4
（
午
後
6
時

〜
9
時
）
へ

　

父
子
家
庭
の
親
子
を
対

象
に
、
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
７
月
28
日
㈯
〜

29
日
㈰　

1
泊
2
日　

場

所
／
京
丹
後
市
久
美
浜
ぎ
ょ
そ
ん
セ
ン
タ
ー

対
象
／
京
都
府
内
（
京
都
市
を
除
く
）
に
住

む
父
子
家
庭
の
父
と
子
（
18
歳
未
満
）　

内

容
／
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
な
ど　

参
加
費
／

大
人
2
千
円
、
子
ど
も
千
円　

申
込
／
7
月

6
日
㈮
ま
で
に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
へ　

主
催
／
京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会　

問

合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
子
ど
も
の

お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
8
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

（
修
理
の
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所
／

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品

交
換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
／
予

約
不
要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い　

そ
の
他
／
使
わ
な
く

な
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
の

寄
付
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
も
の
に
よ
り
修
理
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す　

問

合
せ
／
同
協
議
会

2018 7 July

催
し
・
募
集

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

ひ
と
り
親
家
庭

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

お
や
こ
の
食
育
教
室

男
ひ
と
り
の
過
ご
し
方（
料
理
教
室
）

お
も
ち
ゃ
病
院（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

ペ　

ペ

地域リハビリテーション支援センター

（有料広告）

区分 水曜開催 金曜開催

8月

7月 4日、11日、
18日、25日

1日、8日、
15日、22日
29日

6日、13日、
20日、27日

時間 午後４時30分～８時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、
夕食作り

ほっとハウス「チエさん」は、ゆうホール
角の信号のある交差点を北へ約30㍍。

3日、10日、
17日、24日、
31日

●

す
で
日
館
休
は

7月の図書館スケジュール
日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

5

12

19

26

6

13

20

27

4

11

18

25

3

10

17

24

31

7

14

21

28
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地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都

南
で
は
、出
張
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

7
月
は
、
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
若
者
や
そ

の
家
族
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
26
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

（
無
料
駐
車
場
有
）　

対
象
／
15
歳
〜
39
歳
の

人
で
仕
事
に
つ
い
て
い
な
い
人
（
学
生
を
除

く
）
や
そ
の
家
族　

費
用
／
無
料　

申
込
･

問
合
せ
／
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南
☎
0
7

7
4（
5
4
）5
3
8
0

　

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
久
御

山
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
小
学
3
年
生
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
、
工
場
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

精
密
部
品
の
加
工
や
大
型
機
械
の
製
造
現

場
な
ど
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

づ
く
り
の
現
場
を
見
学
し
、「
も
の
づ
く
り

の
ま
ち
久
御
山
」を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

町
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
友

達
や
知
り
合
い
の
人
を
お
誘
い
の
う
え
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

A
コ
ー
ス
…
日
時
／
8
月
10
日
㈮　

午
前

8
時
45
分
集
合
、
午
前
11
時
45
分
解
散
予
定

見
学
企
業
／
㈱
阪
村
機
械
製
作
所
･
㈱
マ
ツ

モ
ト

　

B
コ
ー
ス
…
日
時
／
8
月
18
日
㈯　

午
前

10
時
集
合
、
午
前
11
時
45
分
解
散
予
定　

見

学
企
業
／
京
都
E
I
C
㈱

　

C
コ
ー
ス
…
日
時
／
8
月
18
日
㈯　

午
後

1
時
集
合
、
午
後
2
時
45
分
解
散
予
定　

見

学
企
業
／
㈱
セ
イ
ワ
工
業

　

集
合
場
所
／
中
央
公
民
館
前　

対
象
／
親

子
1
組
に
つ
き
小
学
3
年
生
以
上
の
子
ど
も
2

人
ま
で　

定
員
／
各
コ
ー
ス
原
則
10
人　

参
加

料
／
1
人
あ
た
り
1
6
0
円　

申
込
／
A
コ
ー

ス
は
8
月
3
日
㈮
、
B
コ
ー
ス
と
C
コ
ー
ス
は

8
月
10
日
㈮
ま
で
に
希
望
の
コ
ー
ス
、
参
加
者

全
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
保
護
者
の
住
所
、

電
話
番
号
を
記
載
し
、
F
A
X
ま
た
は
メ
ー

ル
で
産
業
課
へ　

問
合
せ
／
産
業
課

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
し
、

実
施
す
る
会
館
･
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
･
F
A

X
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立
城
南
勤
労
者

福
祉
会
館
･
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21
I
8
）☎

0
7
7
4（
4
6
）0
6
8
8
、
0
7
8
0

　

町
体
育
振
興
会
で

は
、
皆
さ
ん
の
交
流

と
親
睦
、
健
康
の
保

持
増
進
を
図
る
た
め
、

納
涼
グ
ラ
ウ
ン
ド
･

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
対
象
事
業
で
す
。

　

日
時
／
8
月
4
日
㈯　

午
後
6
時
か
ら

（
雨
天
時
は
8
月
5
日
㈰　

午
後
6
時
か
ら
）

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場　

対
象
／
町
内
在

住
者　

申
込
／
7
月
6
日
㈮
ま
で
に
各
自
治

会
体
育
振
興
会
委
員
へ
。
自
治
会
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
社
会
教
育
課
へ　

問
合
せ
／

社
会
教
育
課

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
力
を
持
ち
寄
り
、
温
か
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
9
日
㈪　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

場
所
／
役
場
5
階
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

対
象
／
福
祉
協
力
員
、
自

治
会
長
、
民
生
児
童
員
、
ふ
く
ろ
う
隊
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
地
域
福
祉
活
動

に
関
心
の
あ
る
人　

内
容
／
地
域
活
動
取
組

集
配
付
、
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
の
渡
邊

長
に
よ
る
在
宅
医
療
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
、D
V
D
上
映
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン　

定
員
／
3
0
0
人　

申
込
／
7
月
25
日

㈬
ま
で
に
、
町
内
公
共
施
設
に
あ
る
チ
ラ
シ

に
必
要
事
項
を
記
入
、
ま
た
は
氏
名
、
年
齢
、

お
住
ま
い
の
市
町
名
、
連
絡
先
電
話
番
号
を

記
載
し
た
も
の
を
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル

で
山
城
北
保
健
所　

0
7
7
4（
2
4
）

6
2
1
5
、　 ya

m
a
sh
in
-h
o
-kita-

hoken@
pref.kyoto.lg .jp

へ　

そ
の

他
／
町
内
在
住
で
、
バ
ス
で
の
送
迎
を
希
望

す
る
人
は
、
町
住
民
福
祉
課
へ
。
手
話
通
訳

な
ど
が
必
要
な
人
、
車
い
す
を
利
用
す
る
な

ど
配
慮
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
山
城
北

保
健
所
へ　

問
合
せ
／
山
城
北
保
健
所
☎

0
7
7
4（
2
1
）2
1
9
1

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共

　

交
通
で
の
来
場
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

京
都
府
下
水
道
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り

認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

日
時
／
受
験
講
習 

11
月
4
日
㈰
の
午
後

1
時
30
分
か
ら　

認
定
試
験  

11
月
11
日
㈰

の
午
後
1
時
30
分
か
ら　

対
象
／
京
都
府
下

で
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
と
し

て
、
排
水
設
備
工
事
に
従
事
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
人　

申
込
･
問
合
せ
／
7
月
2
日
㈪

〜
17
日
㈫
に
役
場
上
下
水
道
課
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
31
年
4

月
1
日
採
用
予
定
の
正
職
員
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
職
種
・
受
験
資
格
等
】

■
職
種
／
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
（
福
祉
専
門
員
）

■
業
務
内
容
／
①
地
域
福
祉
に
関
す
る
事
業

の
企
画
立
案
、
運
営
業
務
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
推
進
事
業
③
生
活
課
題
当
事
者

へ
の
支
援
業
務

■
採
用
予
定
人
数
／
１
人

■
受
験
資
格
／
①
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上

の
学
力
を
有
す
る
人
②
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
人
③
社
会
福
祉
士
資
格
を

有
す
る
人
ま
た
は
受
験
資
格
所
持
者
が
望

ま
し
い

【
第
1
次
試
験
】

■
日
時
／
8
月
5
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
か

ら
■
場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
苑

■
試
験
内
容
／
筆
記
（
教
養
）
試
験
、
作
文

試
験

【
第
2
次
試
験
】

■
日
時
／
8
月
中
旬
以
降

■
内
容
／
面
接
試
験

【
そ
の
他
】

■
申
込
･
問
合
せ
／
7
月
9
日
㈪
〜
27
日
㈮

の
平
日
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
に
、
同
協
議
会
備
え
付
け
の
申
込
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類

を
添
え
て
同
協
議
会
へ

　

※
郵
送
、
メ
ー
ル
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん
。

　

町
で
は
、
学
童
保
育
（
仲
よ
し
学
級
）
指

導
員
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
職
種
／
①
常
勤
指
導
員
②
代
替
指
導

員　

応
募
資
格
／
①
は
教
員
免
許
ま
た
は
保

育
士
資
格
等
を
所
持
、
も
し
く
は
児
童
福
祉

事
業
に
2
年
以
上
の
勤
務
経
験
が
あ
る
人　

雇
用
期
間
／
9
月
1
日
〜
平
成
31
年
3
月
31

日
（
更
新
の
可
能
性
有
）  

勤
務
時
間
等
／
①

平
日=

午
後
1
時
30
分
〜
6
時
、
長
期
休
業

期
間
･
土
曜
日=

午
前
8
時
〜
午
後
5
時
②

平
日=

午
後
2
時
〜
6
時
、
長
期
休
業
期
間

･
土
曜
日=

午
前
8
時
〜
午
後
5
時　

賃
金
／

①
時
給
1
0
3
0
円
②
時
給
千
円
、
基
本
給
5

千
円　

勤
務
場
所
／
御
牧
･
佐
山
･
東
角
小
学

校
内
の
い
ず
れ
か
の
仲
よ
し
学
級　

募
集
人

数
／
若
干
名　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

一
真
さ
ん
の
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン　

申
込
･
問
合
せ
／
同
協
議
会

　

日
時
／
8
月
4
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

4
時
（
開
場
は
午
後
12
時
30
分
か
ら
）　

場

所
／
文
化
パ
ル
ク
城
陽
1
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル　

内
容
／
ほ
り
う
ち
医
院
の
堀
内
房
成
院

FAX

　

夏
本
番
、
子
ど
も

た
ち
待
望
の
町
民

プ
ー
ル
が
い
よ
い
よ

7
月
14
日
㈯
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
水
の

流
れ
る
「
流
水
プ
ー

ル
」、
す
べ
り
台
の
あ

る
「
幼
児
プ
ー
ル
」、
本
格
的
に
泳
げ
る

「
50
ｍ
プ
ー
ル
」
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
今
年

も
町
民
プ
ー
ル
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
7
月
14
日
㈯
〜
8
月
31
日
㈮　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
券
売
は
午
後

4
時
ま
で
）

■
料
金
／
大
人
5
0
0
円
、
高
校
生

3
0
0
円
、
小
･
中
学
生
2
0
0
円
、

幼
児
1
0
0
円
（
3
歳
以
下
は
無
料
）

■
入
場
券
は
7
月
1
日
か
ら
前
売
り

　
　

総
合
体
育
館
で
7
月
１
日
㈰
〜
13
日

㈮
の
開
館
日
に
入
場
券
を
事
前
購
入
で

き
ま
す
。
7
月
14
日
㈯
以
降
は
、
町
民

プ
ー
ル
の
窓
口
だ
け
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
入
場
券
の
有
効
期
限
は
8
月
31
日

㈮
ま
で
の
た
め
、
計
画
的
に
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。　

問
合
せ
／
総
合
体
育
館

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

家
族
や
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
と

と
も
に
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
町
民
プ
ー
ル
を
無
料
で
利
用
で
き
る

「
ふ
れ
あ
い
券
」
を
配
付
し
ま
す
。

　

配
付
対
象
／
0
歳
〜
中
学
3
年
生
ま
で

の
町
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
人　

配
付
方
法

／
町
内
の
こ
ど
も
園
、
小
･
中
学
校
に
通
っ

て
い
る
人
は
、
各
園
･
校
を
通
し
て
配
付
。

そ
れ
以
外
の
人
に
は
、
郵
送
（
配
付
時
期
が

過
ぎ
て
も
届
か
な
い
と
き
は
、
社
会
教
育
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）　

配
付
時
期
／
7
月

上
旬　

利
用
方
法
／
ふ
れ
あ
い
券
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
町
民
プ
ー
ル
の
改
札
口

へ
提
出　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

若
者
や
家
族
の
就
職
相
談

納
涼
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

地
域
福
祉
活
動
研
修
会

も
の
づ
く
り
探
検
バ
ス
ツ
ア
ー

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
の
試
験

7
月
14
日
㈯ 

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

臨
時
職
員
を
募
集

学
童
保
育（
仲
よ
し
学
級
）指
導
員

平
成
30
年
度

地
域
包
括
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
宇
城
久

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
募
集

町
民
プ
ー
ル
ふ
れ
あ
い
券
を
配
付

■城南勤労者福祉会館の教室
講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等
京の料理
教室

7/9
㈪～ 8/9㈭ 14:00～

　16:00 20人1 2,500円

ネパール
料理教室

7/25
㈬～ 8/25㈯ 13:30～

　16:00 1 1,800円

■城南地域職業訓練センター講座

調剤薬局
事務講座

7/24
㈫～

8/24～9/18
（火・金）

9:30～
　12:00 20人8

15,000円
（材料費）
5,700円

医療事務
講座

7/30
㈪～

8/30～11/22
（月・木）

18:30～
　21:00 20人22

講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等

15人

35,000円
（材料費）
19,390円

（有料広告）
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種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
②
航
空
学
生
③

一
般
曹
候
補
生　

対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
人
②
海:

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
人

（
高
卒
ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了
者
（
見
込

含
））、
空:
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人
（
高
卒

ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了
者
（
見
込
含
））③
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
人　

受
付
期
間
／
①
年
間

を
通
じ
て
受
付
②
③
7
月
1
日
㈰
〜
9
月
7

日
㈮　

受
付
･
問
合
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所

（
宇
治
市
広
野
町
西
裏
71
I
5 
S
・
C 
O
K
U

B
O 

2
0
2
号
室
）☎
0
7
7
4（
4
4
）7
1
3
9

　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
つ
い

て
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
、
新
築
か
ら
5

年
間
（
3
階
建
以
上
の
耐
火
ま
た
は
準
耐
火
構

造
の
中
高
層
住
宅
は
7
年
間
）
分
の
家
屋
に

係
る
固
定
資
産
税
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
住
宅
要
件

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
。

①
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る

法
律
に
規
定
す
る
認
定
長
期
優
良
住
宅

②
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る

法
律
の
施
行
の
日（
平
成
21
年
6
月
4
日
）

〜
平
成
32
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
築

さ
れ
た
住
宅

③
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
（
一
戸
建
住

宅
以
外
の
貸
家
住
宅
の
場
合
は
40
㎡
）
以

上
2
8
0
㎡
以
下

④
居
住
部
分
の
床
面
積
が
、
全
体
の
床
面
積

の
2
分
の
1
以
上

■
減
額
さ
れ
る
範
囲
及
び
減
額
さ
れ
る
額

　

住
宅
部
分
の
床
面
積
1
2
0
㎡
ま
で
を
限

度
と
し
て
、
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
額
の

2
分
の
1
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
減
額
さ
れ
る
期
間

　

・
一
般
の
住
宅
…
新
築
後
5
年
間

　

・
3
階
建
以
上
の
耐
火
ま
た
は
準
耐
火
住

宅
…
新
築
後
7
年
間

■
申
告
に
必
要
な
書
類

　

▼
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
固
定
資
産

税
（
減
額
）
申
告
書
▼
京
都
府
か
ら
交
付
さ

れ
た
「
認
定
通
知
書
」
の
写
し

■
申
告
方
法

　

新
築
さ
れ
た
翌
年
の
1
月
31
日
ま
で
に
、

前
記
必
要
書
類
を
添
え
て
税
務
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

問
合
せ
／
税
務
課

　

京
都
地
方
税
機
構（
以
下「
税
機
構
」）は
、

京
都
府
と
府
内
25
市
町
村（
京
都
市
を
除
く
）

が
構
成
す
る
広
域
連
合
で
、
税
業
務
を
共
同

で
行
う
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

税
機
構
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
自
治
体
が

個
々
に
行
っ
て
い
た
税
金
の
申
告
や
納
付
な

ど
の
窓
口
を
、
将
来
的
に
一
本
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
徴
税
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
と
と

も
に
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
と
一
層
の

公
平
公
正
な
税
行
政
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

■
滞
納
税
の
徴
収
は
税
機
構
で

　

納
期
限
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
た
町
税

の
滞
納
案
件
は
、
税
機
構
に
移
管
し
て
滞
納

整
理
な
ど
の
徴
収
業
務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　

移
管
対
象
者
に
は
、「
督
促
状
兼
移
管
通
知

書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
移
管
以
降

の
納
税
相
談
は
税
機
構
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
納
税
証
明
書
の
発
行
は
町
で

　

町
府
民
税
や
軽
自
動
車
税
な
ど
の
納
税
証

明
書
の
発
行
は
、
移
管
前
･
移
管
後
に
関
わ

ら
ず
、
今
ま
で
ど
お
り
、
税
務
課
の
窓
口
で

取
り
扱
い
ま
す
。
税
機
構
で
は
納
税
証
明
書

は
発
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
付（
納

入
）
し
た
場
合
、
入
金
の
確
認
に
日
数
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
納
期
限
ま
で
の
納
税
相
談
や
課
税
内
容

に
つ
い
て
…
町
税
務
課

○
納
期
限
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
、「
督

促
状
兼
移
管
通
知
書
」
が
到
達
し
た
以

降
の
納
付
の
相
談
な
ど
に
つ
い
て
…
税

機
構
山
城
中
部
地
方
事
務
所
（
宇
治
市

伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21
番
地
の
8　

京

都
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
1
階
☎

0
7
7
4（
4
6
）6
5
6
8
）

　

熱
中
症
は
、
毎
年
7
月
か
ら
8
月
に
多
く

発
生
し
、
特
に
梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑
く
、
急

に
暑
く
な
る
7
月
は
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て

い
な
い
た
め
、
例
年
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬

送
者
数
や
死
亡
者
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
周
り
の
温
度
に
体
が
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が
う

ま
く
働
か
な
い
こ
と
が
原
因
で
起
こ
り
ま

定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
河
川
に
つ
い
て
の
関
心
を

深
め
、
河
川
愛
護
に
つ
い
て
、
広
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
河
川
愛

護
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

河
川
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
安
ら
ぎ
と

安
心
を
与
え
て
く
れ
る
、
身
近
で
大
切
な
自

然
空
間
で
す
。
み
ん
な
で
大
切
な
川
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
７
億
円
、
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
は
7
千
万
円
！

　

発
売
期
間
／
7
月
9
日
㈪
〜
8
月
3
日
㈮

当
選
金
／
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
1
等 

5
億
円
×
21
本
（
発
売
総
額
6
3
0
億
円
･

21
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）･
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
1
等 

5
千
万
円
×
50
本
（
発
売
総
額

3
0
0
億
円
･
10
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）　

抽

選
日
／
8
月
14
日
㈫　

※
こ
の
宝
く
じ
の
収

益
金
は
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

聴
力
測
定
、
聞
こ
え
に
関
す
る
相
談
を
言

語
聴
覚
士
が
行
い
ま
す
。
予
約
制
で
す
。

　

日
時
／
7
月
25
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
2
時
30
分
。
1
人
約
１
時
間　

場
所
／

久
御
山
町
役
場
1
階
相
談
室
1　

定
員
／
4

人　

申
込
･
問
合
せ
／
京
都
府
聴
覚
言
語
障

害
セ
ン
タ
ー
☎
0
7
7
4（
3
0
）9
0
0
0

　

0
7
7
4（
5
5
）7
7
0
8

★

【
行
政
･
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
／
7
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
〜
午
後

3
時　

場
所
／
役
場
1
階
相
談
室
1

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
7
月
10
日
㈫
･
24
日
㈫　

午
前
10

時
〜
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
･
電
話
相
談

と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

こ
ど
も
園
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
み
ま
き
･
さ
や
ま
･
と
う
ず
み
の
各

こ
ど
も
園
と
分
園
（
電
話
で
の
相
談
は
毎
週

木
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午
後
4
時
ま
で
お
受

け
し
ま
す
）

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
･
児
童
･
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
） 

午
前
10
時
〜
午
後
5
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー

ル
2
階
教
育
相
談
室
（
予
約
は
電
話
で
教
育

相
談
室
☎
0
7
7
4（
4
6
）5
6
4
0
へ
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
7
月
12
日
㈭
、
26
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
1
時
〜
4
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時　

場
所
／
役
場
2
階
会
議
室
22

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
7
月
26
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
7
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
〜
3
時

30
分
。
相
談
時
間
は
1
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
7
月
2
日

㈪
か
ら
同
協
議
会
へ
。
6
人
ま
で

【
く
ら
し
と
し
ご
と
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
な
ど
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み

に
、
相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　

日
時
／
7
月
5
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
役
場
1
階
相
談
室　

問
合
せ
／
京
都

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
☎
0
7
7
4

（
6
3
）5
7
4
5

【
認
知
症
専
門
相
談
】（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

日
時
／
7
月
17
日
㈫　

午
後
2
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

※
要
予
約

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
。電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
12
日
㈭　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
0
7
5（
6
3
1
）3
4
2
1

相
談
時
間
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
　

申
込
は
7
月
3
日
㈫　

午
前
9
時
か
ら

　
　
【
休
館
日
】毎
週
月
曜
日
。
16
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　

は
開
館
、
17
日
㈫
は
休
館

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
7
月
10
日
㈫
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

　

日
時
／
7
月
6
日
㈮
、
20
日

㈮　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ

リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式

で
、
小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す　

定
員
／
30
人
。
申
込
不
要
。

当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
1
0
0
円

（
16
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

す
。
特
に
、
小
さ
い
子
ど
も
、
高
齢
者
、
体

調
不
良
の
人
、
肥
満
の
人
、
普
段
か
ら
運
動

を
し
て
い
な
い
人
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い

の
で
、
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
で
は
、
日
陰
を
選
ん
で
歩
い
た
り
、

日
傘
を
さ
し
た
り
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

②
服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

汗
を
吸
収
し
て
く
れ
る
吸
水
性
に
優
れ
た

素
材
の
服
や
下
着
を
着
ま
し
ょ
う
。

③
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

　

暑
い
日
に
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に

汗
を
か
い
て
い
る
の
で
、
こ
ま
め
に
水
分
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

④
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

梅
雨
の
合
間
に
突
然
気
温
が
上
が
っ
た
日

な
ど
、
体
が
ま
だ
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
個
人
の
条
件
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
の
発
生
に
は
、
そ
の
日
の
体
調
に

影
響
し
ま
す
。
前
の
晩
に
深
酒
を
し
た
り
、

朝
食
を
抜
い
た
り
し
た
状
態
で
暑
い
環
境
に

行
く
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
集
団
の
場
で
は
お
互
い
に
配
慮
し
ま
し
ょ

　
う
。

　

お
互
い
に
注
意
喚
起
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
消
防
本
部

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
7
月
を
「
河
川

愛
護
月
間
」、
7
月
7
日
を
「
川
の
日
」
と

相
談

FAX

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

ご
存
じ
で
す
か
。京
都
地
方
税
機
構

7
月
は「
河
川
愛
護
月
間
」

漢
字
出
直
し
塾

耳
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
額

暑
さ
を
避
け
て
、こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

7
月
は
熱
中
症
予
防
強
化
月
間

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
･

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ  

発
売

お
し
ら
せ

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

町
の
施
設
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日
時
／
7
月
7
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
年

生
以
上
（
大
人
の
参
加
可
）　

内
容
／
漢
字

学
習
と
書
写
教
室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員

／
20
人

　

日
時
／
7
月
8
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

1
時
（
雨
天
中
止
）　

対
象
／
町
内
在
住
の

小
学
生
と
保
護
者
（
親
子
で
参
加
を
）　

内

容
／
飯
盒
を
使
っ
た
炊
飯
を
学
び
ま
す　

定

員
／
10
組
程
度　

費
用
／
1
人
2
0
0
円

　

日
時
／
7
月
11
日
㈬
･

25
日
㈬　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住

ま
た
は
在
勤
で
お
お
む
ね

50
歳
以
上
の
人　

内
容
／

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を

楽
し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不

要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代

　

日
時
／
７
月
12
日
㈭　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。
申
込

不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

　

日
時
と
内
容
／
7
月
14
日
㈯　

午
後
9
時

〜
10
時=

火
星
、
土
星
、、

木
星
な
ど
を
観
察
。
受
付

は
終
了
時
間
の
30
分
前
ま

で
（
雨
天
･
曇
天
中
止
）

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴

　

日
時
／
7
月
14
日
㈯　

 

午
前
9
時
30
分

〜
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら

楽
し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

　

日
時
／
7
月
15
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後

5
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
舞
鶴
引
揚
記
念
館
、
赤
レ
ン
ガ
博
物

館
な
ど
を
見
学　

定
員
／
30
人　

費
用
／

1
5
0
0
円

　

日
時
／
7
月
16
日
（
月
・

祝
）　

午
前
9
時
〜
正
午

（
雨
天
、河
川
増
水
時
中
止
）

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学

生
以
上
。
小
学
3
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

親
子
、
大
人
だ
け
の
参
加
可　

内
容
／
木
津

川
（
流
れ
橋
周
辺
）
へ
行
き
、
自
然
観
察
を

し
ま
す　

定
員
／
20
人　

持
ち
物
／
水
筒
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
ぬ
れ
て
も
よ
い
靴
、
着
替
え

　

日
時
／
7
月
18
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
〜

4
時
15
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
地
上
最

大
の
シ
ョ
ウ
」
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込

不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

　

日
時
／
7
月
22
日
㈰　

①
午
前
9
時
30
分

〜
正
午
②
午
後
1
時
30
分
〜
4
時　

対
象
／

町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
。
小
学
3
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
親
子
、
大
人
だ
け
の
参

加
可　

内
容
／
粘
土
か
ら
焼
き
物
を
作
り
ま

す　

定
員
／
各
16
人　

費
用
／
1
人
5
0
0

円
　

日
時
／
左
表
①
〜
④
の
4
日
間
連
続
開
催

（
雨
天
･
曇
天
中
止
）　

対
象
／
ど
な
た
で
も

内
容
／
木
を
使
っ
て
自
由
に
工
作
を
し
ま
す

定
員
／
6
組　

費
用
／
小
学
生
1
人
3
0
0
円

　
　

申
込
は
7
月
2
日
㈪　

午
前
9
時
か
ら

　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合

　
　
　
　
　
　
は
開
館
）

　

日
時
／
7
月
7
日
㈯

･
14
日
㈯
＝
午
前
10
時

〜
10
時
40
分
、
7
月
10

日
㈫
･
26
日
㈭
＝
午
後

7
時
〜
7
時
40
分
（
い

ず
れ
か
一
日
選
択
）  

対
象
／
12
歳
以
上
の

人
（
小
学
生
を
除
く
）  

内
容
／
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
、
機

器
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス　

定
員
／
各
15
人　

費
用
／
5
0
0
円
。

講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要　

持

ち
物
／
上
靴
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
町
内

在
住
･
在
勤
･
在
学
の
人
は
、
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
が
必
要
（
運
転
免
許
証
、
社
員

証
、
学
生
証
な
ど
）

　

日
時
／
７
月
21
日
〜
8
月
25
日
（
8
月
11

日
を
除
く
）の
毎
週
土
曜
日
。
5
回
コ
ー
ス
。

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

対
象
／
町
内

在
住
･
在
学
の
年
長
〜
小
学
3
年
生
の
子
ど

も
と
保
護
者　

講
師
／
黒
川
ま
さ
み
さ
ん　

定
員
／
15
組　

費
用
／
5
0
0
円

　

日
時
／
7
月
23
日
〜
9
月
10
日
（
8
月
13

日
を
除
く
）の
毎
週
月
曜
日
。
7
回
コ
ー
ス
。

午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30
分　

対
象
／
15
歳

以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
吉

田
久
子
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／

2
8
0
0
円

　

日
時
／
8
月
7
日
･
21
日
、
9
月
4
日
･

18
日
、
10
月
2
日
･
16
日
、
11
月
6
日
･
20

日
。
い
ず
れ
も
火
曜
日
。
8
回
コ
ー
ス
。
午

前
9
時
15
分
〜
10
時
15
分　

対
象
／
15
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
吉
田

久
子
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／
3
2
0
0

円
　
　

申
込
は
7
月
2
日
㈪　

午
前
9
時
か
ら

　

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

　

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　

日
時
／
7
月
12
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
浴
衣
の
着
付
け

で
夏
の
装
い
と
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す　

講
師

／
岡
西
和
美
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／

1
0
0
円　

持
ち
物
／
浴
衣
、
半
巾
帯
、
下

着
（
裾
除
け
・
襦
袢
な
ど
）、
腰
紐
2
本
、

伊
達
締
め
、
前
板

　

日
時
／
7
月
13
日
㈮　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
地
場
産
ト
マ
ト
で
ケ

チ
ャ
ッ
プ
づ
く
り
を
学
び
ま
す　

講
師
／
岡

本
幸
子
さ
ん　
定
員
／
20
人　
費
用
／
1
5
0
0

円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
　

日
時
／
7
月
30
日
㈪　

午
後
1
時
30
分
〜

2
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
好
き
な
香
り
を

調
合
し
て
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
ジ
ェ
ル
を
作

り
ま
す　

講
師
／
森
純
子
さ
ん　

定
員
／
10

人　

費
用
／
5
0
0
円

　
【
休
館
日
】
毎
週
日
曜
日
（
第
2
日
曜
日

　
　
　
　
　

を
除
く
）、
月
曜
日
･
祝
日

　

日
時
／
7
月
8
日
㈰　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
9

時
〜
午
後
4
時
）

　

お
も
ち
ゃ
な
ど
を

使
っ
て
親
子
で
遊
び
ま

し
ょ
う
。

　

日
時
／
7
月
13
日
㈮

･
27
日
㈮　

午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
2
階

　

日
時
／
7
月
20
日
㈮　

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分　

場
所
／
リ
ー
ヴ
ァ
淀
公
民
館

　

職
員
に
よ
る
お
楽
し
み
会
を
毎
月
開
催
し

て
い
ま
す
。
内
容
は
お
楽
し
み
で
す
。

　

日
時
／
7
月
26
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
か

ら 参
加
可
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　

内

容
／
15
年
ぶ
り
の
大
接
近
。
大
き
く
見
え
る

火
星
を
連
続
観
察
し
ま
す

　

日
時
／
7
月
28
日
㈯　

午
前
3
時
〜
4
時

（
雨
天
･
曇
天
中
止
）　

対
象
／
ど
な
た
で
も

参
加
可
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　

内

容
／
夜
明
け
前
、皆
既
の
ま
ま
西
へ
沈
む「
月

入
帯
食
」
を
観
察
し
ま
す

　

日
時
／
7
月
29
日
㈰　

午
前
9
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
幼
児
や
小
学
校
低
学
年

児
童
と
そ
の
保
護
者　

内
容
／
親
子
で
「
物

づ
く
り
」
を
楽
し
み
ま
す
。
簡
単
な
工
作
を

用
意
し
て
い
ま
す　

定
員
／
6
組　

費
用
／

幼
児
は
無
料
、
小
学
生
は
自
由
工
作
代

3
0
0
円

　

日
時
／
7
月
29
日
㈰　

午
後
2
時
〜
5
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　

平
成
30
年
度
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用

団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

対
象
施
設
／
総
合
体
育
館
、
中
央
公
園

（
野
球
場
･
庭
球
場
）、
木
津
川
河
川
敷
運

動
広
場
（
野
球
場
･
球
技
場
）、町
民
プ
ー

ル
前
庭
球
場　

資
格
／
①
町
内
在
住
・
在

勤
者
で
構
成
さ
れ
る
10
人
以
上
の
団
体
。

た
だ
し
、
テ
ニ
ス
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
6

人
以
上　

②
定
期

的
に
継
続
し
て
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
利

用
す
る
団
体　

申

込
／
7
月
１
日
㈰

〜
31
日
㈫
に
総
合

体
育
館
へ

は
ん
ご
う

す
そ
よ

じ
ゅ
ば
ん

ひ
も

は
じ
め
て
の
野
外
炊
飯
教
室

小･

中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

文
化
施
設
見
学
会

陶
芸
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

皆
既
月
食
観
察
会

幼
児
か
ら
の
物
づ
く
り
教
室

親
子
で
工
作
教
室

火
星
大
接
近
連
続
観
察
会

木
津
川
観
察
教
室

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
＆
相
談
日

親
子
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室（
夜
間
の
部
）

ゆ
か
た
着
付
け
教
室

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
教
室

日
曜
開
館

お
や
こ
ひ
ろ
ば

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば

7
月
の
お
楽
し
み
会

手
作
り
ア
ロ
マ
教
室

か
ん
た
ん
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室（
中
期
）

童
謡
を
楽
し
む
会

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

週
末
の
星
空
観
察
会

小学生工作教室

漢
字
の
達
人
教
室・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体
の

登
録
受
け
付
け

総
合
体
育
館
の
催
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

中
央
公
民
館
の
催
し

　日時／下表№①～⑫から選択
対象／町内在住の小学生。親子
での参加可　内容／木を使って
自由に工作　定員／各8人　費
用／300円

月日（曜） № 時間

7月21日㈯

　　　24日㈫

　　　25日㈬

　　　26日㈭

　　　26日㈭

　　　27日㈮

8月 1 日㈬

2日㈭

2日㈭

7日㈫

7日㈫

8日㈬

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

午前9時～正午

午前9時～正午

午後2時～5時

午前9時～正午

午後2時～5時

午前9時～正午

午後2時～5時

午前9時～正午

午後2時～5時

午前9時～正午

午後2時～5時

午後2時～5時

月日（曜）№ 時間

7月28日㈯

29日㈰

30日㈪

31日㈫

①

②

③

④

午後9時30分～
10時30分

午後9時30分～
10時30分

午後11時～
午前0時

午後11時～
午前0時

総合体育館メインアリーナ
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1歳8か月児健診（6月15日）で
見つけたかわいい笑顔です。

の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
口
が
開
い
た
ら
乳
頭
と
そ

の
周
り
を
深
く
く
わ
え
さ
せ
て
あ
げ
る
の
が
コ

ツ
で
す
。

②
抱
っ
こ
は
丸
め
抱
き

　

首
が
す
わ
る
4
か
月
く
ら
い
ま
で
は
、
ゲ
ッ

プ
の
と
き
以
外
は
な
る
べ
く
縦
抱
き
は
控
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
首
が
す
わ
っ
て
い
な
い

状
態
で
縦
抱
き
を
し
て
し
ま
う
と
、
赤
ち
ゃ
ん

は
重
た
い
頭
を
支
え
き
れ
ず
、
反
り
返
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
防
止
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を

あ
や
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、「
丸
め
抱
き
」

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
背
中
が
Ｃ
の
字
に
な
る
よ
う

に
、両
腕
で
輪
っ
か
を
作
り
、そ
の
中
に
赤
ち
ゃ

ん
の
背
中
と
お
し
り
を
は
め
こ
む
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
抱
っ
こ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
マ
マ

の
お
腹
に
い
る
と
き
は
ず
っ
と
体
を
丸
め
て
い

た
赤
ち
ゃ
ん
な
の
で
、
丸
め
抱
き
を
す
る
と
落

ち
着
い
て
く
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
ご
機
嫌
の

よ
い
と
き
を
狙
っ
て
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
保
健
師
が
自
宅
に
伺
い
ま
す

　

町
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
後
2
か
月
を
迎
え

る
頃
ま
で
に
、
保
健
師
が
自
宅
へ
伺
い
、
赤
ち
ゃ

ん
の
成
長
確
認
や
マ
マ
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
様

子
チ
ェ
ッ
ク
、予
防
接
種
の
説
明
な
ど
を
行
う「
新

生
児
訪
問
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
赤
ち
ゃ

ん
と
マ
マ
を
対
象

に
お
伺
い
す
る
の

で
、
気
軽
に
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。「
丸
め
抱
き
」

の
コ
ツ
も
お
伝
え

し
ま
す
！

■
新
生
児
っ
て
―

　

新
生
児
と
は
、
生
ま
れ
て
か

ら
生
後
28
日
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
時

期
の
赤
ち
ゃ
ん
の
体
は
、
肌
の
表
面
が
カ
サ
カ

サ
に
な
り
、は
が
れ
落
ち
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

生
後
2
、
3
日
か
ら
約
2
週
間
、
黄
疸
が
続
く

な
ど
し
ま
す
。
こ
の
黄
疸
は
母
乳
育
児
だ
と
長

引
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
耳
は
よ
く
聞
こ
え
て
お
り
視
力
は
弱

い
で
す
が
、
鼻
は
発
達
し
て
い
て
匂
い
が
分
か

る
の
で
、
マ
マ
の
声
や
匂
い
を
感
じ
、
赤
ち
ゃ

ん
は
安
心
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
視
力
は

弱
い
で
す
が
、
人
の
顔
は
な
ん
と
な
く
見
分
け

ら
れ
る
の
で
、
目
を
見
て
話
し
か
け
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　

生
活
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
、
2
〜
3
時
間
ご
と

に
お
腹
が
空
き
、
睡
眠
時
間
は
16
〜
18
時
間
く

ら
い
で
1
日
の
ほ
と
ん
ど
を
寝
て
す
ご
し
ま

す
。

　

お
し
っ
こ
は
１
日
に
6
〜
8
回
ほ
ど
で
、
う

ん
ち
は
1
日
に
2
〜
6
回
ほ
ど
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
リ
ズ
ム
は
目
安
で
、
母
乳
や
ミ

ル
ク
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
、
赤
ち
ゃ
ん
に
よ
っ

て
差
が
あ
り
ま
す
。

■
関
わ
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

①
母
乳
や
ミ
ル
ク

　
「
授
乳
は
2
〜
3
時
間
ご
と
」
と
よ
く
耳
に

し
ま
す
が
、新
生
児
期
は
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
が
る
だ
け
母
乳
や
ミ
ル
ク
を

与
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
ミ
ル
ク
よ
り
母
乳
の

方
が
消
化
が
早
い
た
め
、
授
乳
間
隔
が
短
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
赤
ち
ゃ
ん
は
上

手
に
母
乳
や
ミ
ル
ク
を
飲
む
こ
と
が
で
き
な
い

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
認
知
症
の
予

防
や
介
護
相
談
な
ど
、
地
域
や
家
族
の
支
援

を
手
助
け
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
す
ご
す
カ
フ
ェ
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

日
時
･
場
所
／
①
7
月
10
日
㈫　

午
後
2

時
〜
4
時=

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
荒
見
苑
②

7
月
12
日
㈭　

午
後
2
時
〜
4
時=
ほ
っ
と

ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」（
ゆ
う
ホ
ー
ル
角
の

信
号
を
北
へ
30
㍍
の
民
家
）　

内
容
／
①
認

知
症
予
防
ゲ
ー
ム
、
夏
の
物
づ
く
り
②
理
学

療
法
士
に
よ
る
「
健
康
笑
顔
応
援
講
話
」、

夏
の
物
づ
く
り
①
②
喫
茶
･
介
護
相
談
な
ど

参
加
費
／
2
0
0
円
（
コ
ー
ヒ
ー
･
お
菓
子

付
）　

問
合
せ
／
同
協
議
会

※
交
通
手
段
に
困
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
の
代
行
予
約
を
し
ま

す
。
乗
車
料
は
利
用
者
負
担
。
地
域
に
よ

り
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
」「
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
、
が

ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

出
張
相
談
と
し
て
京
都
府
山
城
北
保
健
所

で
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
10
日
㈫
、
8
月
14
日
㈫　

い

ず
れ
も
午
後
1
時
〜
3
時
30
分　

場
所
／
京

都
府
山
城
北
保
健
所
（
山
城
広
域
振
興
局
宇

治
総
合
庁
舎
内
）　

相
談
員
／
同
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師　

相
談
料
／
無
料

予
約
／
実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
同

セ
ン
タ
ー　

0
1
2
0（
0
7
8
）3
9
4
へ

※
同
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
及
び
対
面
相
談

を
、
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
･
年
末
年
始
を

除
く
）
の
午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
･
献
血
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
献

血
を
す
る
際
は
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を

経
過
し
て
い
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
4
時　

場
所
／
イ
オ
ン
久

御
山
店
1
階
憩
い
の
広
場　

そ
の
他
／
16
〜

17
歳
の
人
は
2
0
0
ml
だ
け
可
能
で
す
。
65

歳
以
上
の
人
は
60
〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験

の
あ
る
人
に
限
り
ま
す　

問
合
せ
／
国
保
健

康
課
ま
た
は
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
5（
5
3
1
）0
1
1
1

　
「
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
」
を
目
標
に

楽
し
く
料
理
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
健
康
を

見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
免
疫
力
を
上
げ
る
・

食
事
で
が
ん
予
防
」
で
す
。
摂
り
過
ぎ
が
ち

に
な
る
塩
分
や
糖
分
、脂
肪
分
を
減
ら
す
た
め
、

素
材
の
旨
味
を
生
か
し
て
た
料
理
を
作
る
こ

と
で
、
健
康
な
毎
日
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
7
月
31
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か

ル
ー
ム　

対
象
／
お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
人

内
容
／
栄
養
士
に
よ
る
免
疫
を
上
げ
る
食
事

の
講
話
と
試
食　

持
ち
物
／
筆
記
用
具
な
ど

費
用
／
無
料　

定
員
／
20
人　

申
込
･
問
合

せ
／
7
月
2
日
㈪
〜
25
日
㈬
に
国
保
健
康
課

へ
。
電
話
可

　

※
く
み
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

生
活
習
慣
病
予
防
の

健
康
教
室  

栄
養
編

献　

血

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

お
こ
し
や
す 

こ
も
れ
び
プ
ラ
ザ

　

町
で
は
、
家
に

ひ
き
こ
も
り
が
ち

で
心
の
健
康
に
不

安
の
あ
る
人
を
対

象
に
、
仲
間
と
交

流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
す
ご
し
て
い
た
だ

く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
6
日
㈮
･
20
日
㈮　

正
午
〜

午
後
3
時　

場
所
／
中
央
公
民
館　

内
容
／

昼
食
団
ら
ん
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム　

問
合

せ
／
住
民
福
祉
課

　

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す
る
「
あ

そ
び
の
広
場
」
を
開
き
ま
す
。

　

願
い
を
込
め
て
七
夕
の
笹
か
ざ
り
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
申
込
不
要
で
す
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
7
月
6
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

対
象
／
町
内

在
住
で
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

問

合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

こ
ど
も
園
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気

軽
に
集
ま
り
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
ど
の
こ
ど
も
園
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

日
時
／
7
月
10
日
㈫　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

場
所
／
さ
や
ま
こ
ど
も
園
、
み
ま
き

･
と
う
ず
み
こ
ど
も
園
分
園　

内
容
／
園
庭

開
放
（
水
遊
び
）　

対
象
／
町
内
在
住
の
0

歳
〜
2
歳
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物
／
着

替
え
･
水
筒　

問
合
せ
／
さ
や
ま
こ
ど
も

園
、
み
ま
き
･
と
う
ず
み
こ
ど
も
園
分
園

　

6
月
分
以
降
も
引
き
続
い
て
児
童
手
当
を

受
給
す
る
た
め
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
と
6
月
分
か
ら
の
手
当

が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
受
給
者

の
健
康
保
険
証
の
写
し
･

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
子

育
て
支
援
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

ス
キ
ッ
プ
広
場

あ
そ
び
の
広
場

「
七
夕
の
笹
か
ざ
り
を
作
ろ
う
」

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

子育て
おうえん

PART. 4

こんにちは。赤ちゃん。

3歳児健診 医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

3～4か月児健診 17日㈫ 午後1時20分
～1時40分

平成30年
  3月生まれ

27日㈮ 午後1時20分
～2時20分

平成26年12月生まれ
平成27年1月生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導、ブックスタート

会場は、保健センターです。（※は、あいあいホールです。）母子健康手帳をお持ちの人は、必ず
ご持参ください。 問合せ／子育て支援課

7月の母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

パパ＆ママ教室
（第4回） 14日㈯

午後1時～1時15分
午後1時～1時15分 おおむね10か月までの

子どもと産婦（要申込）
産前・産後ヨガ・沐浴実習

※子育て・発達相談
（あいあいホール
出張相談）

9日㈪
23日㈪
30日㈪

午前9時～
午後4時30分

おおむね中学校

妊婦とその家族（要申込）

卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用し
て、保健師等が育児や発達に関す
る相談をお受けします

10か月児健診 24日㈫ 午後1時20分
～1時50分

平成29年
  8・9月生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導

1歳8か月児健診 20日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成28年
 10月生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

※乳幼児相談 9日㈪ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

保健予防のコーナー
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や
強
盗
を
し
た
り
、
幻
覚
や
妄
想
な
ど

に
よ
る
弊
害
、
殺
人
な
ど
の
犯
罪
を
起

こ
し
、自
分
だ
け
で
な
く
家
庭
の
崩
壊
、

社
会
生
活
の
破
壊
を
招
く
要
因
と
な
り

ま
す
。

■
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

　

薬
物
の
乱
用
を
や
め
、
表
面
的
に
は

普
通
の
生
活
に
戻
っ
た
よ
う
に
見
え
て

も
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
ス
ト

レ
ス
、
疲
労
な
ど
の
小
さ
な
き
っ
か
け

で
幻
覚
、
妄
想
な
ど
の
精
神
異
常
が
再

燃
し
ま
す
。

■
好
奇
心
や
興
味
本
位
か
ら
…

　

薬
物
乱
用
は
周
囲
の
人
か
ら
誘
わ
れ

て
好
奇
心
や
興
味
本
位
で
手
を
染
め
る

ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
や
せ
ら
れ
る
」「
気
分
が
良
く
な
る
」

な
ど
の
甘
い
誘
い
文
句
や
覚
せ
い
剤
を

「
エ
ス
」「
ス
ピ
ー
ド
」
な
ど
と
呼
ん
で

乱
用
薬
物
と
は
分
か
ら
な
い
よ
う
に
誘

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
と
い
う
自
覚
が

大
切
で
す
。

■
6
・
26
国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー

　

国
際
連
合
で
は
、
国
際
的
に
大
麻
を

は
じ
め
と
す
る
薬
物
の
乱
用
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
6
月
20
日
か
ら
7

月
19
日
ま
で
を
「
6
・
26
国
際
麻
薬
乱

用
撲
滅
デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
で
も
「
き
ょ
う
と
薬
物
乱
用

防
止
行
動
府
民
会
議
」
を
中
心
に
薬
物

乱
用
防
止
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

☎
0
7
7
4（
2
1
）2
9
1
2

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
70
歳
以

上
の
人
が
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
の

有
効
期
限
は
7
月
31
日
で
す
。
新
し
い

受
給
者
証
は
、
7
月
中
旬
か
ら
順
次
お

送
り
し
ま
す
。

　

期
限
切
れ
の
受
給
者
証
は
、
8
月
1

日
以
降
に
破
棄
す
る
か
、
国
保
健
康
課

へ
返
却
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
己
負
担

割
合
は
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
／
国
保
健
康
課

　

薬
物
乱
用
が
一
般
の
人
々
に
も
蔓
延

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
年
層
が
好
奇

心
か
ら
手
を
染
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

■
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
員
が
増
加

　

大
麻
を
乱
用
す
る
と
感
覚
が
異
常
に

な
り
、「
大
麻
精
神
病
」
と
い
わ
れ
る

精
神
異
常
が
起
こ
っ
た
り
、
行
動
が
お

か
し
く
な
り
、
普
通
の
生
活
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
無
動
機
症
候
群
」と
い
っ
て
、

物
事
に
無
関
心
に
な
り
、
毎
日
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
て
何
も
や
る
気
の
な
い
状
態
に
な

り
ま
す
。

【
乱
用
薬
物
の
特
徴
】

■
依
存
性

　

薬
物
の
効
果
が
切
れ
る
と
ま
た
使
い

た
く
な
り
、
次
第
に
自
分
の
意
思
で
は

止
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
薬
物
を
入
手
す
る
た
め
恐
喝

　現在お持ちの「福祉医療費受給者証」の有効期限は7
月31日となっています。新しい受給者証は、資格審査のう
え、7月中旬から順次お送りしますので、期限切れの受給
者証は、8月１日以降にご自身で破棄していただくか、国保
健康課へご返却ください。
■福祉医療制度とは
　病院で治療を受けたときに支払う医療費の自己負担分
を公費で負担する制度で、次の三つがあります。
【老人医療費助成制度】
　次のいずれかに該当する65歳～69歳の人が対象で、
医療費の自己負担割合が2割（現役並所得者は3割）にな
ります。また、高額療養費の自己負担限度額が軽減されま
す。
①昭和25年8月2日以降生まれの人
　世帯員全員が所得税非課税
②昭和25年8月１日以前生まれの人
　次のいずれかに該当する人
⑴18歳未満または60歳以上だけで構成される世帯に
属する人（所得制限あり）
⑵18歳以上60歳未満の人と同世帯で、全員が所得税
非課税（18歳以上60歳未満の人が、寝たきりや中度
以上の障害がある場合は（1）に該当）

　申請／健康保険証と印鑑を持参して国保健康課へ
【重度心身障害者医療費助成制度】
　次のいずれかに該当する重度の障害がある人が対象

で、医療費の自己負担分を全額公費で負担します。
①身体障害者手帳の等級が1・2級の人
②重度の知的障害者（療育手帳の判定がA）
③身体障害者手帳の等級が3級で中度の知的障害者（療
育手帳の判定がB）
　申請／健康保険証、障害の程度を証明するもの（身体
障害者手帳や療育手帳など）、印鑑を持参して国保健康
課へ
【ひとり親家庭医療費助成制度】
　次の全てに該当するひとり親家庭の親と子が対象で、
医療費の自己負担分を全額公費で負担します。
①ひとり親家庭の親と同居する子がいること。もしくは、
親のいない子がいること
②「①」の子が、18歳以下であること（満18歳になる年度
末までの期間）。または18歳以上で高等学校に在籍中
であること
　申請／健康保険証、ひとり親家庭が確認できるもの
（児童扶養手当証書や遺族基礎年金証書など）、印鑑を
持参して国保健康課へ
※いずれの制度も所得制限がありますので、平成30年1
月2日以降に久御山町に住所を移した人は、前住所地
の所得証明書などが必要な場合があります。他の公費
負担医療制度を受給している人は、申請時にその受給
者証を持参してください。生活保護世帯の人は対象外
です。

　

均
等
割
額　

所
得
の
低
い
人
は
、
世

帯
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
被
保
険

者
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
平
成

30
年
度
か
ら
そ
の
一
部
が
変
更
と
な
り

ま
す
（
表
①
）。

　

所
得
割
額
の
軽
減
措
置
の
廃
止　

基

礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
が
58
万
円

以
下
（
収
入
が
年
金
の
み
の
場
合
は

1
5
3
万
円
〜
約
2
1
1
万
円
以
下
）

の
人
は
、
特
例
措
置
に
よ
り
29
年
度
は

2
割
軽
減
で
し
た
が
、
30
年
度
は
軽
減

が
廃
止
さ
れ
ま
す
（
表
②
）。

　

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人　

75
歳
に
な

る
前
日
ま
で
に
、
ご
家
族
の
会
社
の
健

康
保
険
な
ど
で
被
扶
養
者
だ
っ
た
人

で
、
平
成
29
年
度
は
特
例
措
置
に
よ
り

7
割
軽
減
さ
れ
て
い
た
人
は
、
30
年
度

は
5
割
軽
減
に
な
り
ま
す
（
表
③
）。

■
被
保
険
者
証
の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
平
成
30
年
7
月
31
日
ま
で
で

す
。
7
月
中
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、
住

所
･
氏
名
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
平
成
30
年
度
保
険
料
の
決
定
通
知

　

7
月
中
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
全
員
に
、
平
成
30
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
年
金
か
ら
の
天
引

き
で
な
い
人
や
、
口
座
引
き
落
と
し
で

な
い
人
に
は
、
納
付
書
を
同
封
し
ま
す

の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た

は
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
軽
減
特
例
の
見
直
し
に
つ
い
て

　経済的な理由などで国民年金保険料を納めるのが困
難なときは、申請により保険料の納付を免除または猶予
される制度があります。
　免除（猶予）されている期間は、老齢・障害・遺族基礎年
金の受給資格要件として扱われます。免除や猶予を受け
ず保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年
金）や、身体の障害や死亡といった不測の事態のための
「障害年金」や「遺族年金」が受け取れないことがありま
す。
　各申請には所得審査がありますが、審査の対象となる
人が失業したなどの理由がある場合は、それを考慮した
審査が受けられます。
■保険料免除申請
　申請して承認されると承認期間（7月から翌年の6月ま
で）の保険料の全部か一部が免除されます。本人・配偶
者・世帯主の所得審査を行い、所得に応じて決まります。
承認期間は老齢基礎年金の年金額にも一部反映します。
　また、免除された保険料は、10年以内であれば後から
納めることができ、将来受け取る年金額を増やすこともで
きます。（ただし、3年目以降は加算金が付きます）
■納付猶予申請
　50歳未満の人が対象で、申請して承認されると承認期
間の保険料を後払いにすることができます。（10年以内。
ただし、3年目以降は加算金が付きます）
　本人と配偶者のみの所得審査を行い、承認期間は7月

から翌年6月までです。
■学生納付特例申請
　学生が対象で、申請して承認されると在学中の保険料
を後払いにすることができます。（10年以内。ただし、3年
目以降は加算金が付きます）
　本人の所得審査を行い、承認期間は4月から翌年3月ま
でです。
　必要書類等／年金手帳、印鑑、学生は学生証など、退職
（失業）した人は雇用保険受給資格者証など　申請／国
保健康課または京都南年金事務所☎075(643)2547
※いずれの制度も過去期間は2年1か月前まで申請でき
ます。　
※継続申請の承認を受けている人で、今年度も引き続き
同じ免除（猶予）区分を希望する場合は、申請不要です。

福祉医療費受給者証を更新します 問合せ―国保健康課

高
齢
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
！
」

国民年金保険料の免除申請 問合せ―国保健康課または、ねんきん加入者ダイヤル☎0570
(003)004、050で始まる電話からは☎03(6630)2525へ

後
期
高
齢
者
医
療
問
合
せ
―
国
保
健
康
課現行（平成29年度）改定後（平成30年度） 表③ 

本来納めて
いただく
均等割額

7割軽減 5 割軽減 

納付額（5割）納付額（3割）

改定後現行
軽減割合 総所得金額等（被保険者全員＋世帯主）が下記の基準を超えない世帯

9 割 

8.5割軽減の対象となる世帯
のうち、被保険者全員が年金
収入80万円以下（その他の
各種所得がない）の世帯 

現行どおり 

8.5 割 基礎控除額（33万円） 現行どおり 

5 割 基礎控除額（33万円）＋27万円
×被保険者の数 

基礎控除額（33万円）＋27.5万円
×被保険者の数 

2 割 基礎控除額（33万円）＋49万円
×被保険者の数 

基礎控除額（33万円）＋50万円
×被保険者の数 

表① 

表② 現行（平成29年度）改定後（平成30年度） 
軽減なし 

本来納めて
いただく
所得割額

２割軽減 
納付額（10割）

納付額（8割）

※所得控除等は個人によって異なるため、この表は目安です。

■所得基準の目安（単位：万円　カッコ内は収入換算）

区　分

全額免除 57（122）

93（158）

141（227）

189（296）

92（157）

142（229）

195（304）

247（376）

162（257）

230（354）

282（420）

335（486）

1/4納付

半額納付

3/4納付

一
部
納
付

単　身 夫　婦
（1人扶養）

夫婦＋子2人
（3人扶養）
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まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
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親子で参加、お楽しみ会親子で参加、お楽しみ会 あいあいホール

平成30年5月15日から6月14日までの受付分（敬称略）

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

婚
結
ご名

区
地

・
名
氏
の
夫

名
氏
の
妻

佐
　
山
　
奥
村
　
建
至
・
奥
村
　
美
幸

佐
　
古
　
菅
沼
　
龍
人
・
菅
沼
　
郁
美

生
誕
お名

区
地

児
生
出

母
・
父

西
一
口
　
橋
本
芽
依
奈
　
匠
平
・
早
紀

佐
　
山
　
今
村
　
幸
太
　
一
誌
紀
・
静

市
　
田
　
加
賀
爪
　
士
　
忍
・
美
江

め

い

な

こ
う
た

つ
か
さ

　5月24日、あいあいホールで「お楽しみ会」が催され、
18人の親子連れが参加しました。
　この催しは「親子で気軽に参加できる」場を作ろうと
今年度から開始した催しで、今回で2回目。あいあいホー
ル職員が劇を始めると、子どもたちは楽しそうにじっと
見つめていました。
　劇のあとは、参加者全員で楽しく歌い、みんなで交流
をしました。なお、お楽しみ会は毎月内容を変えて開催
する予定で、7月は26日の午前10時30分からです。

安
江
　
結
菜
・
柚
希
ち
ゃ
ん

（
7
歳
・
1
歳
2
か
月
）

い
つ
も
笑
顔
で
。

こ
れ
か
ら
も
仲
良
し
な
姉
妹
で
い
て
ね
！

ゆ
ず
き

ゆ
　
な

小
森
　
吏
桜
人
ち
ゃ
ん
（
1
歳
2
か
月
）

家
族
の
癒
し
で
す
♡

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
！

り

お

と

谷
口
　
紗
那
ち
ゃ
ん
（
1
歳
2
か
月
）

か
わ
い
い
笑
顔
に
癒
さ
れ
て
い
る
よ
。

あ
り
が
と
う
♡

さ
　
な

さまざまな催しが花を添える クロスピア8周年
　5月27日、まちの駅クロスピアくみやまのオープン8周
年を祝う、記念イベントが開催され、約2,700人が会場を
訪れました。
　地元出身のバンド「DUFF」と「VOG」「NORIYA」のラ
イブ、キッズダンスやフラダンスが行われ、記念イベント
を盛り上げました。
　また、スマートボールやキッズ撮影会、ミニクロワッサ
ンの詰め放題などの企画、地元の和菓子屋さんや久御山
野菜の販売なども行われ、会場は多くの来場者の熱気で
あふれていました。

全力で黄球を追いかける 小学生ドッジボール大会

　子どもたちの健全な育成と体力・仲間づくりのた
め、総合体育館で6月16日、小学生夏季ドッジボール
大会が開催されました。
　第26回を迎えるこの大会には、町内の小学校の4
～6年生の児童、21チーム262人が参加。男女別・学
年別の総当り、リーグ戦によって優勝を競いました。
　児童たちはボールから目を離さず、全力でプレー
をしました。なお、東角小学校は6部門中、5部門で優
勝を果たしました。

あいあいホール職員による劇を楽しむ親子

平穏を祈り、チマキ作り 野神の神事

チマキ作りに取り組む役員ら

　今年1年の平穏無事を祈る「野神の神事」が6月4日か
ら5日未明にかけて佐古の若宮八幡宮で行われました。
　暗闇の中、声や拍手、音を立ててはいけないこの神事
は、4日の午前中からその準備が始まります。
　神前に供える大きなチマキ作りは、宮総代の𠮷川勲
さん（佐古）ら地域の役員が佐古公民館に集い行われま
した。神事のあと、チマキは地元自治会の全戸の数に切
り分けられて、夜明けまでに各戸の入口に配られまし
た。

投げ込まれるボールを前に全力集中！

黄金色の麦畑が広がる 佐古麦生産組合による収穫

黄金色の麦を収穫する組合員

　梅雨入り前の晴れ晴れとした青空のもと、久御山
高校北東部に広がる黄金色の麦畑で、麦の収穫作業
が行われました。
　この麦畑で栽培しているのは、佐古麦生産組合の
皆さん。昭和55年から休耕田を活用し、麦の共同栽培
を行っており、現在の組合員数は11人です。
　今年は6月3日から収穫作業を開始。組合員がコン
バインを使用し、一面に広がる麦を次々と収穫。乾燥
調製し、袋に詰め込み、出荷されました。

▲地元出身のＤＵＦＦが会場を盛り上げます▲躍動感あふれるキッズダンス

▲ネギーマンとハイタッチ！
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　PM2.5は、大気中に浮遊する直径
2.5㍃㍍以下の微小粒子状物質で、肺
の奥深くまで入り込みやすいことなど
から、ぜんそくや気管支炎など、人へ
の健康影響が懸念されています。

　京都府は、PM2.5の1日の平均値が
70㍃㌘／㎥を超えると予想される場
合に、注意報を出しています。
　町内では、中学校敷地内で測定し
ており、山城エリアのPM2.5の状況は
府のホームページで確認できます。
●注意喚起時の行動

　▼屋外活動を控える▼屋外での長
時間の激しい運動や外出をできるだ
け減らす▼屋内でも換気や窓の開閉
を必要最小限にする▼呼吸器系や循
環器系疾患のある人、お年寄り、子ど
もなどは、体調に応じてより慎重に行
動する　　　　問合せ／環境保全課

PM2.5に関する注意喚起

夏
の
省
エ
ネ

〜
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
よ
る
ク
ー
ル
な
夏
の
暮
ら
し
方
の
提
案
〜

使
用
し
な
い
家
電
の
電
源
は
こ
ま
め
に
切
り

ま
し
ょ
う
▼
冷
却
ジ
ェ
ル
シ
ー
ト
な
ど
の
冷

感
グ
ッ
ズ
の
活
用
も
効
果
的
で
す

●「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
と
い
う
方
法
も

　

夏
の
省
エ
ネ
対
策
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
や
家

庭
の
室
温
が
28
℃
で
も
快
適
に
す
ご
せ
る
よ

う
に
工
夫
す
る
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
だ
け
で
な

く
、
エ
ア
コ
ン
の
使
い
方
を
見
直
し
涼
を
共

有
す
る
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
と
い
う
方
法
も

あ
り
ま
す
。

▼
部
屋
ご
と
に
エ
ア
コ
ン
を
稼
動
せ
ず
、
一

つ
の
部
屋
に
集
ま
っ
て
一
家
団
ら
ん
を
心

が
け
れ
ば
省
エ
ネ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
大
型
商
業
施

設
・
カ
フ
ェ
な
ど
涼
し
い
場
所
で
涼
を
共

有
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

温
調
節
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
適
度
な
室
温
を
心
が
け
冷
房

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
快
適
に

　

▼
こ
ま
め
に
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を

清
掃
し
、
エ
ア
コ
ン
の
効
き
目
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
▼
冷
や
し
た
空
気
が
逃
げ
な
い
よ

う
、
ド
ア
や
窓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
▼
冷
房
に

加
え
て
扇
風
機
を
効
果
的
に
活
用
す
れ
ば
、

冷
房
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
室

外
機
の
ま
わ
り
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
、
屋
根
を
付
け
て
直
射
日
光
を
避
け
る
こ

と
で
冷
房
効
率
が
上
が
り
ま
す
▼
家
電
か
ら

の
放
熱
が
冷
房
効
率
に
影
響
し
な
い
よ
う
、

●
家
庭
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
践

　

環
境
省
で
は
、
夏
場
の
室
内
温
度
を
28
℃

（
目
安
）
に
設
定
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。（
体
調
や
体
質
に
合
わ

せ
て
調
整
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
）

　

夏
場
、
日
中
の
消
費
電
力
量
の
約
半
分
を

エ
ア
コ
ン
が
占
め
ま
す
。
今
一
度
エ
ア
コ
ン

の
使
い
方
を
見
直
し
、
夏
の
省
エ
ネ
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
室
温
の
冷
や
し
す
ぎ
に
要
注
意
！

　

体
を
冷
や
し
す
ぎ
る
状
態
が
続
く
と
冷
え

に
慣
れ
て
汗
を
か
か
な
く
な
り
、
汗
腺
が
退

化
し
て
体
温
調
整
機
能
が
働
か
な
く
な
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。
特
に
発
育
期
の
子
供
や
体

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟 5 棟、7 棟、10 棟
44 棟前のごみ集積所）

～ ～14 棟、34 棟～ 41棟、43 棟～

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 下津屋サンハイツ
水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、

中島、西一口、東一口、相島

たいてっ入の油、に所場の定※
容器等に入れて出してください。
ごみステーションは、指定場

芥塵の側南舎庁場役、おな
収集車車庫内に、平日の午前
8時30分～午後 5時15分まで
回収場所を常設しています。

指

所ではありません。

、はルベラとプッャキのルトボトッペ＊
はずして「プラマーク製品」として
出してください。

使用済み天ぷら油

11日（第2水曜日）

み
ご
ル
ク
イ
サ
リ

11日（第2水曜日）
25日（第4水曜日）

ペットボトル・紙パック
4日（第1水曜日）
18日（第3水曜日）
缶・ビン

プラマーク製品

町公共機関電話番号等
久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎631-9991/45-3922
somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

行財政課 ☎631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

075（632）5933

税 務 課 ☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

住民福祉課 ☎631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

国保健康課 ☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

環境保全課 ☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

都市整備課 ☎631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

消防本部 ☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

図 書 館 ☎0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

議会事務局 ☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

会 計 課 ☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

075（631）6129

学校教育課 ☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

上下水道課 ☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

新市街地整備室☎ 631-9903/45-3904
shigaichi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

まちの駅クロスピアくみやま
☎ 075（632）2300 075（632）2001

健康センター いきいきホール
☎ 0774（41）3466 0774（44）1199
体育協会（総合体育館内）
☎ 0774（44）2205 0774（44）2203

ふれあい交流館 ゆうホール
☎ 0774（45）0002 0774（46）5610

地域包括支援センター
☎ 075（631）0033 075（631）0132

総合体育館
☎ 0774（44）3700 0774（44）2203

老人福祉センター 荒見苑
0774（44）3405 0774（44）7801☎

子育て支援センター あいあいホール
0774（41）2263 0774（41）2283☎

社会福祉協議会
☎ 075（631）0022 075（632）3001

みまきこども園 ☎・　 075（631）4531

さやまこども園 ☎・　 0774（43）8644

とうずみこども園 ☎・　 0774（44）4966

みまきこども園分園 ☎・　 075（631）2475

とうずみこども園分園 ☎・　 0774（43）4906

中央公民館
075（631）1000 075（632）0031☎

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土・日曜日、祝日の場合はその翌日）に、城南

7月12日㈭
8月 3日㈮ 7月13日㈮

衛生管理組合☎ 075（631）5171へ連絡してください。

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

6月1日現在  久御山町の人口 16,094人（男7,970人、女8,124人）　世帯数7,000

産 業 課 ☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

覆
っ
た
り
、
ご
み
箱
（
ペ
ー
ル
）
の
中
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
の
使
い
方
を
間
違
う
と

効
果
が
半
減

　

ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
も
、
ご
み
が
は
み
出

て
い
た
り
ネ
ッ
ト
の
上
に
置
い
て
し
ま
う
と

カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

ご
み
集
積
場
所
を
利
用
す
る
人
全
員
が
意
識

し
て
す
き
間
の
な
い
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
を

し
っ
か
り
押
さ
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
希
望
の
自
治
会
や
地
域
に
「
ご
み
散
乱

防
止
ネ
ッ
ト
」を
無
償
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
保
全
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
　
　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

中
を
見
え
な
い
よ
う
に
す
る

　

生
ご
み
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
生
ご
み
が
あ
る
こ
と
を
分
か
り
に
く
く

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
生
ご
み
を
で
き
る

だ
け
ご
み
袋
の
中
心
に
入
れ
た
り
、
新
聞
紙

で
包
む
な
ど
、
発
見
さ
れ
に
く
く
す
る
こ
と

で
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

収
集
時
間
を
守
っ
て
出
す

　

前
日
の
夜
や
収
集
し
た
あ
と
に
ご
み
を
出

す
と
、
ご
み
が
放
置
さ
れ
る
時
間
が
長
く
な

り
、カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

ご
み
を
出
す
時
間
（
収
集
日
当
日
の
午
前
8

時
30
分
）
は
し
っ
か
り
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
や
ゴ
ミ
ペ
ー
ル
な
ど
を
使
う

　

カ
ラ
ス
が
ご
み
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
な
ど
で
ご
み
を
完
全
に

　

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
カ
ラ
ス
被

害
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

み
集
積
所
に
集
ま
る
カ
ラ
ス
の
多
く
は
、
自

分
た
ち
が
生
き
て
い
く
た
め
、
人
間
が
出
す

生
ご
み
を
日
々
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
被
害
を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
に

も
、
ご
み
を
出
す
際
は
次
の
よ
う
な
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

生
ご
み
を
減
ら
す

　

生
ご
み
は
カ
ラ
ス
に
と
っ
て
食
料
で
す
。

余
計
な
も
の
を
買
わ
な
い
よ
う
心
が
け
、
食

べ
残
し
を
な
く
し
、
利
用
で
き
る
部
分
は
で

き
る
だ
け
調
理
す
る
な
ど
し
て
、
生
ご
み
を

減
ら
す
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ラ
ス
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
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vol.234 エビとセロリのガーリックソテーヘルシークッキング

　ニンニクやセロリなど香りの強い野菜には免
疫力を高める効果が高く、体力の落ちやすい夏
場には積極的に摂りたい食品です。
　エビも抗酸化作用が強く、高たんぱく低カロ
リーなので、併せて摂りたい食品です。
久御山町食生活改善推進員協議会「久味の会」

作り方
①　エビは殻をむき、背中

に切れ目を入れて背わ
たを除き、縦半分に切
る。塩少々と酒小さじ1
（分量外）をまぶして、く
さみをとる。

②　セロリは一口大の斜め
切り、玉ねぎはくし形、
にんじんは細切り、ニン
ニクはみじん切りにする。

③　フライパンにニンニク
とオリーブ油を熱し、香
りが立ったらセロリと
玉ねぎ、にんじんを加
えて炒め、さらにエビ
も加えて炒める。

④　火が通ったら、粗挽き
黒こしょうを適量ふる。

エビ ………………………8尾
セロリ ……………………2本
玉ねぎ …………………1/2個
にんじん…………………10ｇ

ニンニク ………………1かけ
オリーブ油 …………大さじ1
粗挽き黒こしょう………少々

●材料（4人分）

エネルギー　84キロカロリー／ 1人分
塩分　　　　0.3 グラム

髙
月
裕
子
さ
ん
（
佐
山
・
69
歳
）

子
ど
も
は
私
の
原
動
力

　

私
の
原
動
力
は
子
ど
も
た
ち
―
と
話
す
髙
月

裕
子
さ
ん
。
久
御
山
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
「
久
味
の
会
」
の
会
長
や
町
料
理
サ
ー
ク

ル
「
ク
ッ
ク
ピ
ー
プ
ル
」
の
代
表
、
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
職
務
代
理
、
そ
の
ほ
か
多
数
の

委
員
な
ど
を
務
め
、
幅
広
く
活
動
。

　

9
年
間
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
と

し
て
、
ま
た
、
33
年
間
保
育
の
仕
事
で
、
子
ど

も
た
ち
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
髙
月
さ
ん
は
、

「
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
や
親
と
関
わ
る
こ
と
で

学
ん
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
の
代
わ
り
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ

る
―
「
そ
れ
は
子
ど
も
を
見
守
る
だ
け
で
な
く
、

育
て
る
こ
と
を
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
強
く

話
す
髙
月
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
き

た
時
間
の
長
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
か
わ
い
い
。
そ
ん
な
子
ど
も
に
は

素
直
に
育
っ
て
欲
し
い
―
「
だ
か
ら
正
面
か
ら

ふ
れ
あ
っ
て
、
ぎ
ゅ
ー
と
抱
き
し
め
ま
す
」
と

髙
月
さ
ん
。

　

公
民
館
講
座
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
」
の

指
導
も
担
当
。「
み
ん
な
で
歌
う
こ
と
は
楽
し

く
舞
台
に
上
が
る
経
験
も
で
き
る
」
と
の
こ
と

で
す
。「
い
つ
で
も
率
先
し
て
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
い
う
子
ど
も
の
声
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
と
髙
月
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

子
ど
も
を
教
え
る
と
き
の
コ
ツ
は
―
と
尋
ね

る
と
「
大
き
な
声
で
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、

さ
り
げ
な
く
褒
め
る
こ
と
で
す
」と
答
え
ま
す
。

　

周
り
か
ら
何
で
も
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
会
の
中
で
役
割
分
担

を
し
て
、
そ
の
と
き
に
そ
の
活
動
の
こ
と
を
考

え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
は
―
と
尋
ね
る
と
、「
こ

れ
か
ら
も
活
動
は
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
私
は
良
く
も
悪

く
も
『
嫌
と
は
言
え

な
い
性
分
』
な
ん
で

す
」
髙
月
さ
ん
は
笑

顔
で
答
え
ま
し
た
。

Vol.6

人くみ やま

▶
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で

　
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う
髙
月
さ
ん




